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死
刑
廃
止
国
に
対
す
る
新
た
な
義
務

―
―
ジ
ャ
ッ
ジ
対
カ
ナ
ダ
事
件
（
通
報
番
号829/1998

）
を
め
ぐ
っ
て坂

元

茂

樹

自
由
権
規
約
委
員
会
は
、
こ
れ
ま
で
死
刑
に
関
わ
る
事
例
で
、
死
刑
そ
の
も
の
よ
り
も
、
そ
の
手
続
的
保
障
や
執
行
方
法
な
ど
に
よ
る
制
限
に
よ
っ
て
、
死
刑
の

執
行
を
で
き
る
だ
け
防
止
し
よ
う
と
努
め
て
き
た
。
一
九
九
三
年
に
採
択
さ
れ
た
キ
ン
ド
ラ
ー
事
件
の
見
解
は
、
そ
の
代
表
的
な
事
例
で
あ
る
。

し
か
し
、
自
由
権
規
約
委
員
会
は
、
二
〇
〇
三
年
に
採
択
さ
れ
た
ジ
ャ
ッ
ジ
事
件
で
、
キ
ン
ド
ラ
ー
事
件
以
後
の
死
刑
廃
止
を
支
持
す
る
広
範
な
国
際
的
コ
ン
セ

ン
サ
ス
の
存
在
を
指
摘
し
、
み
ず
か
ら
の
「
先
例
」
を
変
更
し
た
。
す
な
わ
ち
、「
死
刑
を
廃
止
し
た
国
家
で
あ
る
カ
ナ
ダ
に
つ
い
て
は
、
死
刑
廃
止
に
関
す
る
第

二
選
択
議
定
書
を
批
准
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
彼
が
死
刑
を
宣
告
さ
れ
て
い
る
米
国
に
、
死
刑
が
執
行
さ
れ
な
い
こ
と
を
確
保
す
る
こ
と
な
く
引
き

渡
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
第
六
条
一
項
に
基
づ
く
通
報
者
の
生
命
権
に
違
反
し
た
」
と
の
見
解
を
示
し
た
。

本
研
究
の
目
的
は
、
こ
の
ジ
ャ
ッ
ジ
事
件
に
示
さ
れ
た
委
員
会
の
見
解
が
内
包
す
る
問
題
点
を
摘
出
す
る
こ
と
に
あ
る
。

一
　
は
　
じ
　
め
　
に

国
際
人
権
規
約
自
由
権
規
約
（
以
下
、
自
由
権
規
約
又
は
規
約
）
は
、
そ
の
第
二
条
一
項
で
、
締
約
国
に
、「
こ
の
規
約
の
各
締
約
国
は
、
そ
の
領
域
内
に
あ
り
、
か

つ
、
そ
の
管
轄
の
下
に
あ
る
す
べ
て
の
個
人
に
対
し
、
…
い
か
な
る
差
別
も
な
し
に
こ
の
規
約
に
お
い
て
認
め
ら
れ
る
権
利
を
尊
重
し
及
び
確
保
す
る
こ
と
を
約
束
す
る
」

こ
と
を
義
務
づ
け
て
い
る
。
本
条
を
文
字
通
り
解
す
れ
ば
、
自
由
権
規
約
の
締
約
国
は
、
外
国
の
領
域
で
外
国
の
国
家
機
関
に
よ
る
規
約
に
違
反
す
る
行
為
が
行
わ
れ
た

論
文
要
旨
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と
し
て
も
、
自
ら
責
任
を
負
う
こ
と
は
な
い
と
い
う
結
論
に
な
る
（
1
）
。
し
か
し
、
最
近
で
は
、
犯
罪
人
引
渡
し
や
退
去
強
制
に
あ
た
っ
て
、
引
渡
先
や
追
放
先
に
お
け
る
規

約
違
反
の
事
態
が
予
見
さ
れ
て
い
る
場
合
に
、
当
該
個
人
を
引
き
渡
す
、
又
は
退
去
強
制
す
る
規
約
の
締
約
国
の
行
為
が
規
約
違
反
と
認
定
さ
れ
る
事
態
が
生
じ
て
い

る
（
2
）
。
一
九
九
二
年
に
新
た
に
採
択
さ
れ
た
第
七
条
（
拷
問
又
は
残
虐
な
刑
の
禁
止
）
に
関
す
る
一
般
的
意
見
二
〇
の
第
九
項
は
、「
委
員
会
の
見
解
で
は
、
締
約
国
は
犯

罪
人
引
渡
し
、
追
放
又
は
送
還
の
方
法
で
他
の
国
に
帰
す
こ
と
に
よ
っ
て
個
人
を
拷
問
又
は
残
虐
な
、
非
人
道
的
な
若
し
く
は
品
位
を
傷
つ
け
る
取
扱
い
又
は
刑
罰
の
危

険
に
晒
し
て
は
な
ら
な
い
。
締
約
国
は
こ
の
た
め
に
ど
の
よ
う
な
措
置
を
と
っ
て
い
る
か
を
そ
の
報
告
書
の
中
で
示
す
べ
き
で
あ
る
（
3
）
」
と
述
べ
る
。
薬
師
寺
公
夫
教
授
が

指
摘
す
る
よ
う
に
、
こ
の
一
般
的
意
見
の
「
カ
テ
ゴ
リ
カ
ル
な
表
現
に
よ
っ
て
、
規
約
七
条
が
犯
罪
人
引
渡
し
に
も
適
用
さ
れ
、
拷
問
や
非
人
道
的
取
扱
い
の
危
険
が
あ

る
場
合
に
は
引
渡
し
が
七
条
違
反
と
な
る
こ
と
が
あ
る
と
い
う
規
約
解
釈
に
途
を
開
い
た
（
4
）
」
の
で
あ
る
。
実
際
、
カ
ナ
ダ
を
相
手
ど
っ
て
個
人
通
報
が
な
さ
れ
た
キ
ン
ド

ラ
ー
事
件
（
通
報
番
号470/1991
）
に
お
い
て
、
自
由
権
規
約
委
員
会
は
、
一
九
九
三
年
七
月
三
〇
日
に
採
択
さ
れ
た
見
解
の
中
で
、「
個
人
が
合
法
的
に
追
放
さ
れ
た

り
引
き
渡
さ
れ
た
り
し
た
場
合
、
当
該
締
約
国
は
他
の
管
轄
下
で
後
に
生
じ
る
か
も
し
れ
な
い
規
約
に
基
づ
く
個
人
の
権
利
の
侵
害
に
一
般
に
責
任
を
負
う
こ
と
は
な
い
。

そ
の
意
味
で
、
締
約
国
は
明
ら
か
に
他
の
管
轄
下
に
あ
る
個
人
の
権
利
を
保
障
す
る
こ
と
を
明
白
に
要
請
さ
れ
て
は
い
な
い
。
し
か
し
、
犯
罪
人
引
渡
し
そ
れ
自
体
は
規

約
の
適
用
の
範
囲
外
に
あ
る
が
、
規
約
の
他
の
規
定
と
関
連
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
自
体
と
し
て
は
規
約
の
範
囲
外
に
あ
る
問
題
に
関
連
し
て
締
約
国
の
義
務

が
な
お
問
題
に
な
る
こ
と
が
あ
る
」（
6
・
1
項)

と
述
べ
た
。
す
な
わ
ち
、「
締
約
国
が
自
国
管
轄
下
に
あ
る
個
人
に
関
し
て
決
定
を
行
い
、
そ
の
必
然
的
か
つ
予
見
可
能

な
結
果
（necessary

and
foreseeable

consequence
）
と
し
て
他
の
管
轄
下
で
当
該
個
人
の
規
約
上
の
権
利
が
侵
害
さ
れ
る
場
合
に
は
締
約
国
自
体
が
規
約
に
違
反

す
る
こ
と
が
あ
る
」（
6
・
2
項
）
と
い
う
の
で
あ
る
（
5
）
。
本
事
件
に
お
い
て
、
通
報
者
は
、
カ
ナ
ダ
の
規
約
第
六
条
（
生
命
に
つ
い
て
の
権
利
）
と
第
七
条
の
違
反
を
主
張

し
た
（
6
）
。
な
お
、
カ
ナ
ダ
は
、
一
部
の
軍
事
犯
罪
の
場
合
を
除
い
て
、
一
九
七
六
年
に
死
刑
を
廃
止
し
た
。
同
年
に
締
結
さ
れ
た
米
加
犯
罪
人
引
渡
条
約
第
六
条
は
、
被
請

求
国
で
は
死
刑
が
適
用
さ
れ
な
い
犯
罪
に
つ
い
て
は
、
請
求
国
が
死
刑
を
科
さ
な
い
又
は
科
し
て
も
死
刑
を
執
行
し
な
い
と
い
う
保
証
を
与
え
な
い
場
合
に
は
、
引
渡
し

を
拒
否
す
る
こ
と
が
で
き
る
（extradition

m
ay
be
refused

）
と
規
定
し
て
い
た
（
7
）
。

キ
ン
ド
ラ
ー
事
件
に
お
い
て
、
通
報
者
は
、
カ
ナ
ダ
に
よ
る
米
国
に
引
き
渡
す
と
い
う
決
定
は
第
六
条
に
違
反
す
る
と
主
張
し
た
。
彼
は
、「
死
刑
は
そ
れ
自
体
残
虐
で

非
人
道
的
な
取
扱
い
又
は
刑
罰
に
当
た
る
し
、
待
死
状
況
は
残
虐
で
非
人
道
的
か
つ
品
位
を
傷
つ
け
る
」（
3
項
）
行
為
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
カ
ナ
ダ

は
、「
死
刑
の
賦
課
そ
れ
自
体
は
規
約
の
下
で
違
法
で
は
な
い
」（
4
・
6
項
）
と
主
張
し
た
（
8
）
。
他
方
、
通
報
者
の
代
理
人
は
、「
カ
ナ
ダ
は
死
刑
を
廃
止
し
た
以
上
、
キ
ン

ド
ラ
ー
氏
に
死
刑
が
執
行
さ
れ
な
い
こ
と
の
保
証
を
求
め
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
る
」（
10
・
1
項
）
と
主
張
し
た
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
委
員
会
の
多
数
意
見
は
、
カ
ナ
ダ



死刑廃止国に対する新たな義務

3

側
の
主
張
を
認
め
、「
第
六
条
一
項
と
、
最
も
重
大
な
犯
罪
を
除
い
て
死
刑
を
科
す
こ
と
を
禁
止
す
る
二
項
は
併
せ
読
ま
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
…
キ
ン
ド
ラ
ー
は
第
一

級
殺
人
罪
と
い
う
最
も
重
大
な
犯
罪
に
関
係
し
か
つ
犯
行
時
に
一
八
歳
を
超
え
て
い
た
」（
14
・
3
項
）
か
ら
第
六
条
二
項
の
禁
止
事
項
に
該
当
せ
ず
、
そ
の
結
果
、「
第
六

条
一
項
か
ら
生
ず
る
義
務
は
カ
ナ
ダ
に
引
渡
し
を
拒
否
す
る
こ
と
を
要
請
し
な
い
」（
14
・
4
項
）
と
判
断
し
た
。
ち
な
み
に
、
第
六
条
二
項
は
、「
死
刑
を
廃
止
し
て
い
な

い
国
に
お
い
て
は
、
死
刑
は
…
最
も
重
大
な
犯
罪
に
つ
い
て
の
み
科
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
規
定
し
て
お
り
（
9
）
、
適
用
対
象
国
と
し
て
死
刑
存
置
国
を
念
頭
に
起
草
さ
れ

た
条
文
で
あ
る
。
し
か
し
、
多
数
意
見
は
、
本
事
例
に
お
い
て
、
死
刑
廃
止
国
で
あ
る
カ
ナ
ダ
に
対
し
て
も
適
用
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
（
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
後

述
の
少
数
意
見
参
照
）。
多
数
意
見
は
、
死
刑
を
廃
止
し
た
が
、「
カ
ナ
ダ
は
第
二
選
択
議
定
書
（
死
刑
廃
止
議
定
書
）
の
締
約
国
で
は
な
い
。
…
死
刑
の
廃
止
は
、
犯
罪

人
引
渡
条
約
に
基
づ
く
義
務
か
ら
カ
ナ
ダ
を
解
放
し
な
い
」（
14
・
5
項
）
と
し
た
。
こ
の
キ
ン
ド
ラ
ー
事
件
の
段
階
で
は
、
委
員
会
は
、
死
刑
廃
止
の
国
際
的
義
務
を

負
っ
た
第
二
選
択
議
定
書
の
締
約
国
の
場
合
と
、
カ
ナ
ダ
の
よ
う
な
国
内
の
政
策
と
し
て
死
刑
を
廃
止
し
て
い
る
国
を
峻
別
し
て
い
た
と
い
え
る
。
ま
た
委
員
会
は
、「
キ

ン
ド
ラ
ー
氏
の
保
証
な
し
の
引
渡
し
の
決
定
が
恣
意
的
又
は
略
式
の
決
定
が
な
さ
れ
た
ら
、
第
六
条
に
基
づ
く
カ
ナ
ダ
の
義
務
に
違
反
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
」（
14
・
6
項
）

と
の
見
解
を
述
べ
た
上
で
、
委
員
会
に
提
出
さ
れ
た
証
拠
か
ら
そ
う
し
た
事
態
は
生
じ
て
い
な
い
と
し
、
結
局
、「
委
員
会
は
、
本
件
で
提
出
さ
れ
た
事
実
は
、
カ
ナ
ダ
に

よ
る
第
六
条
違
反
を
証
明
し
て
い
な
い
」（
16
項
）
と
結
論
し
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
多
数
意
見
に
は
五
人
の
委
員
か
ら
反
対
意
見
が
表
明
さ
れ
た
。
ま
ず
、
ヴ
ェ
ナ
ー
グ
レ
ン
（B

ertil
W
ennergren

）
委
員
は
、
条
約
法
条
約
の
解
釈

規
則
に
言
及
し
、「
第
六
条
の
目
的
は
生
命
を
保
護
す
る
こ
と
に
あ
る
」
と
し
、
第
一
項
と
二
項
の
解
釈
と
し
て
、「
死
刑
に
言
及
し
た
第
二
項
は
狭
く
解
釈
さ
れ
る
べ
き

で
あ
る
一
方
、
第
一
項
の
基
本
的
規
則
は
広
義
に
解
釈
さ
れ
る
べ
き
だ
」
と
主
張
す
る
。
そ
し
て
、「
通
報
者
に
科
せ
ら
れ
た
死
刑
の
不
執
行
の
保
証
を
求
め
な
い
で
、
彼

を
米
国
に
引
き
渡
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
カ
ナ
ダ
は
規
約
第
六
条
一
項
に
違
反
し
た
」
と
し
、「
第
六
条
二
項
は
、
死
刑
廃
止
国
に
死
刑
を
再
導
入
す
る
こ
と
を
許
し
て
い

な
い
」
と
の
解
釈
を
展
開
し
た
の
で
あ
る
（
10
）
。
ラ
ラ
ー
（R

ajsoonm
er
L
allah

）
委
員
も
、
こ
れ
に
同
調
す
る
と
と
も
に
、「
第
六
条
二
項
は
死
刑
を
廃
止
し
て
い
な
い
国

に
適
用
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
同
項
は
カ
ナ
ダ
に
は
適
用
さ
れ
な
い
」
と
非
難
し
た
（
11
）
。
シ
ャ
ネ
（C

hristine
C
hanet

）
委
員
も
こ
れ
に
賛
成
し
、
多
数
意
見
は
死
刑
廃
止
国

の
カ
ナ
ダ
に
適
用
さ
れ
る
は
ず
の
な
い
第
六
条
二
項
を
適
用
す
る
誤
り
を
犯
し
て
い
る
と
し
た
。
そ
し
て
死
刑
廃
止
国
は
死
刑
を
再
導
入
し
な
い
義
務
が
課
せ
ら
れ
て
お

り
、
こ
の
義
務
に
は
間
接
的
再
導
入
、
す
な
わ
ち
犯
罪
人
引
渡
し
後
の
死
刑
も
含
ま
れ
る
と
の
解
釈
を
展
開
し
た
（
12
）
。
こ
の
他
、
ポ
カ
ー
ル
（F

austo
P
ocar

）
委
員
と
ア

ル
ビ
ナ
（Jos é

A
guilar

U
rbina

）
委
員
も
反
対
意
見
を
表
明
し
た
（
13
）
。
ち
な
み
に
、
こ
れ
ら
の
委
員
は
、
モ
ー
リ
シ
ャ
ス
出
身
の
ラ
ラ
ー
を
除
き
、
起
草
過
程
で
死
刑

廃
止
を
主
張
し
た
中
南
米
諸
国
及
び
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
第
六
議
定
書
で
死
刑
を
廃
止
し
た
欧
州
諸
国
出
身
の
委
員
で
あ
る
（
14
）
。
本
稿
で
取
り
上
げ
る
ジ
ャ
ッ
ジ
事
件
は
、
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キ
ン
ド
ラ
ー
事
件
当
時
の
こ
う
し
た
少
数
意
見
の
考
え
方
が
委
員
会
で
多
数
派
に
転
換
し
た
事
例
で
あ
る
。

な
お
、
キ
ン
ド
ラ
ー
事
件
に
お
い
て
は
、
第
七
条
に
関
し
て
、
通
報
者
は
死
刑
自
体
が
残
虐
・
非
人
道
的
な
刑
罰
で
あ
り
、
引
渡
先
の
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
で
の
死
刑

囚
監
房
で
の
諸
条
件
が
残
虐
・
非
人
道
的
だ
と
訴
え
た
。
こ
れ
に
対
し
、
カ
ナ
ダ
は
、
第
六
条
が
死
刑
を
認
め
る
以
上
死
刑
執
行
そ
れ
自
体
は
第
七
条
違
反
と
は
な
ら
ず
、

死
刑
の
執
行
方
法
が
第
七
条
違
反
と
な
る
場
合
は
あ
ろ
う
が
、
苦
痛
を
最
小
限
に
す
る
よ
う
意
図
さ
れ
た
致
死
注
射
に
よ
る
方
法
が
規
約
違
反
と
な
る
こ
と
を
示
唆
す
る

も
の
は
何
も
な
い
と
主
張
し
た
。
ま
た
死
刑
囚
監
房
で
の
待
死
現
象
に
つ
い
て
も
、
死
刑
囚
が
救
済
を
追
及
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
死
刑
執
行
ま
で
の
期
間
が
長
く
な
る
の

だ
か
ら
第
七
条
違
反
と
は
い
え
ず
、
同
州
の
死
刑
制
度
に
第
七
条
違
反
と
い
え
る
重
大
な
欠
陥
又
は
不
当
な
遅
延
を
も
た
ら
す
制
度
上
の
問
題
が
あ
る
旨
の
納
得
い
く
証

拠
は
提
示
さ
れ
な
か
っ
た
と
反
論
し
た
。
自
由
権
規
約
委
員
会
は
、
犯
罪
者
の
年
齢
及
び
精
神
状
態
に
関
す
る
事
実
、
死
刑
囚
監
房
の
諸
条
件
が
ゾ
ー
リ
ン
グ
事
件
（
15
）
と
は

大
き
く
異
な
り
、
通
報
者
が
刑
務
所
の
拘
禁
条
件
、
死
刑
執
行
ま
で
の
期
間
の
長
さ
、
執
行
方
法
に
つ
い
て
具
体
的
主
張
を
行
っ
て
お
ら
ず
、「
本
件
の
事
実
は
、
カ
ナ
ダ

に
よ
る
規
約
第
七
条
の
違
反
を
証
明
し
て
い
な
い
」（
16
項
）
と
結
論
し
た
（
16
）
。

そ
れ
で
は
、
委
員
会
の
従
来
の
「
先
例
（ju

risp
ru
d
en
ce

）」
を
変
更
し
た
と
思
わ
れ
る
二
〇
〇
三
年
一
〇
月
二
〇
日
に
採
択
さ
れ
た
ジ
ャ
ッ
ジ
事
件
に
つ
い
て
、
検

討
し
て
み
よ
う
。
本
事
件
は
、
死
刑
廃
止
国
（
カ
ナ
ダ
）
が
、
死
刑
判
決
が
下
さ
れ
て
い
る
国
（
米
国
）
に
通
報
者
を
国
外
退
去
さ
せ
る
こ
と
、
及
び
、
そ
の
国
外
退
去

を
争
う
権
利
を
通
報
者
が
行
使
す
る
前
に
国
外
退
去
命
令
を
執
行
し
た
こ
と
が
規
約
に
適
合
す
る
か
ど
う
か
が
争
わ
れ
た
事
例
で
あ
る
。
ま
ず
は
、
事
件
の
概
要
か
ら
概

観
し
て
み
よ
う
。

二
　
ジ
ャ
ッ
ジ
対
カ
ナ
ダ
事
件
―
―
―
受
理
可
能
性
段
階

（1）

事
件
の
概
要

通
報
者
は
、
米
国
市
民
で
あ
る
ロ
ジ
ャ
ー
・
ジ
ャ
ッ
ジ
（R

oger
Judge

）
で
あ
る
。
通
報
者
は
、
カ
ナ
ダ
に
よ
る
自
由
権
規
約
第
六
条
、
七
条
、
一
〇
条
及
び
一
四
条

違
反
の
犠
牲
者
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
通
報
者
に
よ
れ
ば
、
一
九
八
七
年
六
月
、
米
国
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
の
裁
判
所
に
お
い
て
第
一
級
殺
人
の
罪
で
電
気
椅
子
に
よ
る

死
刑
を
宣
告
さ
れ
た
（
執
行
方
法
は
そ
の
後
、
致
死
注
射
に
変
更
さ
れ
た
）。
と
こ
ろ
が
二
日
後
、
彼
は
脱
獄
し
カ
ナ
ダ
に
逃
亡
し
た
。
一
九
八
八
年
八
月
、
通
報
者
は
、

バ
ン
ク
ー
バ
ー
で
犯
し
た
強
盗
の
罪
に
よ
り
、
懲
役
一
〇
年
を
宣
告
さ
れ
た
。
通
報
者
は
控
訴
し
た
が
棄
却
さ
れ
た
。
一
九
九
三
年
六
月
、
カ
ナ
ダ
は
通
報
者
に
国
外
退
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去
を
命
じ
た
。
一
九
九
七
年
一
一
月
、
通
報
者
は
、
カ
ナ
ダ
の
市
民
権
・
移
民
相
に
対
し
て
退
去
強
制
の
停
止
と
と
も
に
、
犯
罪
人
引
渡
条
約
に
基
づ
く
引
渡
し
が
行
わ

れ
る
場
合
に
は
、
米
国
に
対
し
て
死
刑
不
執
行
の
保
証
を
求
め
る
よ
う
要
請
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
要
請
は
却
下
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
通
報
者
は
、
大
臣
の
却
下
決
定
を

不
服
と
し
て
連
邦
裁
判
所
に
提
訴
し
た
。
そ
の
際
に
通
報
者
は
、
国
外
退
去
処
分
の
執
行
停
止
と
、
カ
ナ
ダ
で
の
抑
留
及
び
米
国
へ
の
国
外
退
去
処
分
が
カ
ナ
ダ
人
権
憲

章
に
違
反
す
る
と
の
認
定
を
求
め
た
。
し
か
し
、
一
九
九
八
年
六
月
、
通
報
者
の
請
求
は
理
由
を
明
示
さ
れ
る
こ
と
な
く
却
下
さ
れ
た
。
こ
の
決
定
に
は
上
訴
が
認
め
ら

れ
な
い
た
め
、
通
報
者
は
、
ケ
ベ
ッ
ク
州
最
高
裁
判
所
に
同
趣
旨
の
請
願
を
行
っ
た
が
、
同
年
八
月
六
日
に
却
下
さ
れ
た
。
な
お
、
ケ
ベ
ッ
ク
州
最
高
裁
判
所
の
決
定
の

翌
日
で
あ
る
同
年
八
月
七
日
に
自
由
権
規
約
委
員
会
に
通
報
が
行
わ
れ
た
が
、
同
日
、
通
報
者
は
米
国
に
退
去
強
制
さ
れ
た
（
1
―
2
・
8
項
）

（
17
）
。

（2）

通
報
者
の
申
立

通
報
者
の
申
立
は
、
次
の
四
点
に
つ
い
て
行
わ
れ
た
。
①
カ
ナ
ダ
は
、
一
〇
年
に
わ
た
っ
て
同
人
を
抑
留
し
、
い
つ
死
刑
が
執
行
さ
れ
る
か
わ
か
ら
な
い
状
態
に
置
く

こ
と
で
、
残
虐
で
非
人
道
的
な
、
か
つ
品
位
を
傷
つ
け
る
取
扱
い
又
は
刑
罰
を
科
し
、
通
報
者
に
精
神
的
苦
痛
を
与
え
た
。
こ
れ
は
、
規
約
第
七
条
の
違
反
を
構
成
す
る
。

②
カ
ナ
ダ
で
抑
留
さ
れ
て
い
る
間
に
「
死
刑
の
順
番
待
ち
現
象
（death

row
phenom

enon

）」
に
さ
い
な
ま
れ
た
。
こ
れ
は
精
神
的
又
は
心
理
的
苦
痛
で
あ
り
、
ま

た
、
人
道
的
か
つ
人
間
と
し
て
の
固
有
の
尊
厳
を
尊
重
し
た
取
扱
い
を
受
け
な
か
っ
た
の
で
、
規
約
第
一
〇
条
に
違
反
す
る
（
3
・
1
項
）。
③
刑
を
満
了
す
れ
ば
死
刑
が

待
っ
て
い
る
と
い
う
事
実
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
同
人
の
身
柄
を
一
〇
年
間
も
拘
束
し
、
今
に
な
っ
て
米
国
に
追
放
す
る
の
は
、
彼
の
生
命
に
対
す
る
権
利
の
侵
害

で
あ
っ
て
、
規
約
第
六
条
の
違
反
に
該
当
す
る
（
3
・
2
項
）。
④
通
報
者
は
米
国
か
ら
逃
亡
し
た
身
で
あ
る
が
た
め
に
、
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
法
に
基
づ
い
て
米
国
内
で

十
分
な
上
訴
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
。
カ
ナ
ダ
は
、
米
国
に
同
人
を
強
制
送
還
す
る
こ
と
で
、
規
約
第
一
四
条
五
項
違
反
に
加
担
し
た
こ
と
に
な
る
（
3
・
3
項
）

（
18
）
。

（3）

通
報
の
受
理
可
能
性
に
関
す
る
締
約
国
の
主
張

こ
れ
に
対
し
て
、
締
約
国
で
あ
る
カ
ナ
ダ
は
、
通
報
者
が
国
内
的
救
済
を
尽
く
し
て
い
な
い
こ
と
、
規
約
に
基
づ
く
問
題
を
提
起
し
て
い
な
い
こ
と
、
自
ら
の
主
張
を

立
証
し
て
い
な
い
こ
と
、
及
び
規
約
に
両
立
し
な
い
こ
と
を
理
由
に
、
そ
の
通
報
は
受
理
で
き
な
い
と
主
張
し
た
（
4
・
1
項
）。
特
に
、
通
報
者
の
立
証
の
不
十
分
性
に

つ
い
て
多
く
の
反
論
を
寄
せ
て
い
る
。
ま
ず
、
①
第
七
条
及
び
一
〇
条
の
違
反
に
つ
い
て
、
あ
る
国
で
す
で
に
死
刑
判
決
を
受
け
て
い
る
人
物
が
、
死
刑
廃
止
国
で
犯
し

た
罪
に
よ
り
そ
の
国
で
抑
留
さ
れ
て
い
る
場
合
に
、
当
該
人
物
が
、「
死
刑
の
順
番
待
ち
現
象
」
に
該
当
す
る
と
の
主
張
を
支
持
す
る
だ
け
の
根
拠
が
示
さ
れ
て
い
な
い
。



6

通
報
者
は
カ
ナ
ダ
で
犯
し
た
強
盗
の
罪
で
禁
固
刑
に
処
せ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
カ
ナ
ダ
で
死
刑
執
行
を
待
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
第
七
条
及
び
一

〇
条
に
基
づ
く
違
反
を
主
張
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
（
4
・
7
項
）。
ま
た
、
②
カ
ナ
ダ
で
の
有
罪
判
決
に
は
正
当
な
目
的
が
な
い
と
す
る
通
報
者
の
主
張
に
つ
い
て
、
懲

罰
、
非
難
及
び
抑
止
力
と
い
う
量
刑
の
原
則
は
、
カ
ナ
ダ
で
犯
さ
れ
た
犯
罪
に
対
す
る
カ
ナ
ダ
で
の
有
罪
宣
告
を
必
要
と
す
る
と
主
張
し
た
（
4
・
8
項
）。
カ
ナ
ダ
に
よ

れ
ば
、
カ
ナ
ダ
に
逃
げ
込
ん
だ
他
国
の
死
刑
囚
が
、
カ
ナ
ダ
で
犯
し
た
犯
罪
で
有
罪
を
宣
告
さ
れ
ず
、
刑
も
執
行
さ
れ
な
い
と
す
れ
ば
、
正
義
に
関
し
て
二
重
基
準
が
生

ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。
な
ぜ
な
ら
、
カ
ナ
ダ
国
内
で
同
じ
罪
を
犯
し
て
も
、
こ
の
よ
う
な
逃
亡
者
は
刑
の
執
行
を
免
れ
る
の
に
、
死
刑
囚
で
な
い
者
は
刑
を
執
行
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
（
4
・
9
項
）。
さ
ら
に
、
③
死
刑
執
行
の
遅
れ
が
、
死
刑
囚
が
脱
走
し
た
場
合
の
よ
う
に
当
該
死
刑
囚
に
起
因
し
て
い
る
場
合
、
当
該
死
刑
囚

が
か
か
る
遅
延
を
悪
用
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
本
件
に
お
い
て
は
、
死
刑
執
行
の
遅
延
は
、
通
報
者
の
犯
罪
行
為
、
逃
亡
及
び
カ
ナ
ダ
で
の
強
盗
に
よ
っ
て
生
じ
た

か
ら
で
あ
る
（
4
・
10
項
）。
加
え
て
、
④
カ
ナ
ダ
か
ら
の
強
制
送
還
が
第
六
条
違
反
に
該
当
す
る
と
の
主
張
も
立
証
で
き
て
い
な
い
。
レ
イ
ド
対
ジ
ャ
マ
イ
カ
事
件
で
委

員
会
は
、
死
刑
判
決
は
「
法
律
に
よ
り
科
す
る
こ
と
」
が
で
き
る
と
い
う
第
六
条
の
要
件
は
、
規
約
に
規
定
さ
れ
た
手
続
上
の
保
障
が
遵
守
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
を
意
味
す
る
と
の
判
断
を
下
し
て
い
る
（
19
）
。
カ
ナ
ダ
に
よ
れ
ば
、
規
約
に
基
づ
く
手
続
上
の
保
障
が
遵
守
さ
れ
た
の
で
あ
れ
ば
、
第
六
条
違
反
は
存
在
し
な
い
。
ま
た
、

⑤
規
約
第
一
四
条
五
項
に
基
づ
く
問
題
も
発
生
し
な
い
。
カ
ナ
ダ
に
よ
れ
ば
、
通
報
者
の
主
張
の
根
拠
は
米
国
法
（
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
法
）
に
あ
っ
て
、
カ
ナ
ダ
の
国

内
法
に
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
通
報
者
は
、
カ
ナ
ダ
に
対
し
て
主
張
で
き
る
立
場
に
は
な
い
（
4
・
13
項
）。
さ
ら
に
カ
ナ
ダ
は
、
⑥
通
報
者
は
カ
ナ
ダ
で
抑
留
さ
れ
て

い
た
一
九
九
一
年
に
す
で
に
控
訴
を
行
っ
て
お
り
、
通
報
者
の
追
放
は
、
彼
の
上
訴
権
に
対
す
る
必
然
的
か
つ
予
見
可
能
な
い
か
な
る
結
果
も
も
た
ら
し
て
い
な
い
と
す

る
（
4
・
15
項
）。
⑦
米
国
に
お
い
て
は
、
死
刑
囚
が
逃
亡
し
た
場
合
、
死
刑
囚
と
し
て
の
権
利
に
悪
影
響
が
で
る
可
能
性
が
あ
る
も
の
の
、
通
報
者
は
、
上
級
裁
判
所
で

の
再
審
理
の
権
利
が
侵
害
さ
れ
た
と
の
主
張
を
立
証
で
き
て
い
な
い
。
法
律
で
定
め
ら
れ
た
再
審
理
は
、
一
九
九
一
年
一
〇
月
二
二
日
に
行
わ
れ
て
お
り
、
最
高
裁
判
所

は
、
有
罪
判
決
と
そ
の
量
刑
を
妥
当
と
認
め
て
い
る
（
4
・
16
項
）。
ま
た
、
⑧
他
に
も
米
国
で
通
報
者
が
再
審
理
を
受
け
る
こ
と
の
で
き
る
方
法
が
二
つ
あ
っ
た
。
一
つ

は
、
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
の
有
罪
判
決
に
対
す
る
非
常
救
済
手
続
法
（P

ost-C
onviction

R
elief

A
ct

）
に
基
づ
い
て
一
般
訴
訟
裁
判
所
（C

ourt
of
C
om
m
on
P
leas

）

に
請
願
を
提
出
す
る
方
法
で
あ
り
、
二
つ
目
は
、
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
東
部
地
方
裁
判
所
に
人
身
保
護
令
状
を
申
請
す
る
方
法
で
あ
る
。
通
報
者
が
い
ず
れ
の
方
法
で
も
自

ら
の
目
的
を
実
現
で
き
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
上
級
裁
判
所
や
、
最
終
的
に
は
米
国
最
高
裁
判
所
に
上
告
す
る
道
が
残
さ
れ
て
い
る
（
4
・
17
項
）。
⑨
通
報
者
が
、
ペ
ン
シ

ル
ベ
ニ
ア
州
知
事
に
対
し
て
、
寛
大
な
処
置
を
願
い
出
る
か
、
あ
る
い
は
減
刑
を
申
し
出
る
こ
と
も
で
き
る
。
通
報
者
の
逃
亡
に
よ
っ
て
、
こ
う
し
た
嘆
願
の
申
請
が
不

可
能
に
な
る
こ
と
は
な
い
。
実
際
、
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
で
は
過
去
三
〇
年
の
間
に
二
回
し
か
死
刑
が
執
行
さ
れ
て
い
な
い
（
4
・
18
項
）。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
カ
ナ
ダ
は
、
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通
報
全
体
の
受
理
可
能
性
に
つ
い
て
、
通
報
者
の
主
張
は
矛
盾
し
て
い
る
と
主
張
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
通
報
者
は
、
カ
ナ
ダ
か
ら
米
国
へ
の
強
制
送
還
が
規
約
第
六
条
、

一
四
条
五
項
に
違
反
し
て
い
る
と
し
な
が
ら
も
、
他
方
で
彼
の
抑
留
が
第
七
条
、
一
〇
条
に
違
反
し
て
い
る
と
も
主
張
す
る
。
そ
う
す
る
と
、
カ
ナ
ダ
は
、
彼
を
強
制
送

還
す
る
こ
と
で
規
約
違
反
を
犯
す
し
、
同
時
に
彼
を
追
放
し
な
い
こ
と
で
規
約
違
反
を
犯
す
こ
と
に
な
る
（
4
・
19
項
）

（
20
）
。

（4）

本
案
に
関
す
る
締
約
国
の
主
張

本
案
に
つ
い
て
も
、
カ
ナ
ダ
は
反
論
し
た
。
す
な
わ
ち
、
①
第
七
条
及
び
一
〇
条
違
反
の
主
張
に
つ
い
て
、「
死
刑
の
順
番
待
ち
現
象
」
は
、
死
刑
囚
が
経
験
す
る
単
な

る
精
神
的
ス
ト
レ
ス
で
は
な
く
、
た
と
え
ば
死
刑
執
行
日
が
決
定
し
た
後
の
、
刑
の
執
行
延
期
、
虐
待
、
不
十
分
な
食
事
や
隔
離
が
行
わ
れ
た
と
い
う
よ
う
な
、
他
の
条

件
が
必
要
だ
と
す
る
（
5
・
1
項
）。
②
カ
ナ
ダ
が
引
渡
請
求
を
受
領
し
、
死
刑
が
執
行
さ
れ
な
い
と
い
う
保
証
を
得
る
ま
で
は
追
放
を
延
期
し
て
ほ
し
い
と
の
通
報
者
の

要
請
に
対
し
て
は
、
カ
ナ
ダ
に
は
、
米
国
へ
の
逃
亡
者
の
追
放
に
先
立
っ
て
、
引
渡
要
求
や
か
か
る
保
証
が
得
ら
れ
る
ま
で
待
つ
必
要
は
な
い
。
市
民
権
・
移
民
相
に
は
、

合
理
的
に
実
行
可
能
な
限
り
、
速
や
か
に
退
去
命
令
を
執
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
法
律
上
の
義
務
が
あ
る
（
5
・
2
項
）。
③
第
六
条
違
反
の
主
張
及
び
ペ
ン
シ

ル
ベ
ニ
ア
州
に
お
け
る
裁
判
に
過
ち
が
あ
っ
た
と
の
通
報
者
の
主
張
に
つ
い
て
、
カ
ナ
ダ
は
、
当
該
裁
判
が
恣
意
的
で
あ
っ
た
と
か
、
あ
る
い
は
裁
判
拒
否
が
あ
っ
た
こ

と
を
示
す
証
拠
が
な
い
限
り
、
委
員
会
が
裁
判
の
事
実
関
係
及
び
証
拠
を
検
討
す
る
こ
と
は
な
い
と
し
た
（
5
・
3
項
）。
④
第
一
四
条
五
項
の
違
反
の
主
張
に
つ
い
て
も
、

カ
ナ
ダ
は
、
本
条
は
、
い
か
な
る
種
類
の
再
審
理
が
行
わ
れ
る
べ
き
か
を
明
記
し
た
も
の
で
は
な
く
、
再
審
理
の
手
続
を
、
各
国
の
法
体
系
に
委
ね
て
い
る
（
5
・
4
項
）。

実
際
、
通
報
者
の
事
例
は
、
す
で
に
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
最
高
裁
判
所
で
再
審
理
を
完
了
し
て
い
る
と
い
う
（
5
・
5
項
）

（
21
）
。

（5）

通
報
者
の
反
論

締
約
国
の
こ
う
し
た
主
張
に
対
し
て
、
通
報
者
も
い
く
つ
か
の
反
論
を
行
っ
た
。
た
と
え
ば
、
①
ケ
ベ
ッ
ク
州
上
位
裁
判
所
に
退
去
命
令
の
延
期
を
求
め
る
こ
と
が
可

能
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
通
報
者
は
、
こ
の
決
定
が
一
九
八
八
年
八
月
六
日
の
午
後
八
時
ご
ろ
に
口
頭
で
伝
え
ら
れ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
カ
ナ
ダ
政
府
は
、
延
期
を
求

め
る
訴
え
が
行
わ
れ
る
前
に
、
通
報
者
を
追
放
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
手
続
の
対
象
と
な
る
人
物
が
も
は
や
カ
ナ
ダ
の
管
轄
権
内
に
存
在
し
な
い
の
だ
か
ら
、
ど
ん
な
訴

え
を
出
し
た
と
こ
ろ
で
無
駄
だ
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
（
6
・
4
項
）。
さ
ら
に
通
報
者
は
、
カ
ナ
ダ
が
主
張
し
た
、
②
一
国
で
死
刑
を
宣
告
さ
れ
た
人
物
は
他
の
国
で
罪

を
犯
し
て
も
刑
事
責
任
を
免
れ
る
こ
と
に
な
る
と
の
理
論
は
本
質
的
に
瑕
疵
が
あ
る
と
反
論
し
た
。
反
対
に
通
報
者
に
よ
れ
ば
、
カ
ナ
ダ
で
犯
し
た
犯
罪
で
訴
追
さ
れ
る
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恐
れ
が
あ
る
と
わ
か
れ
ば
、
死
刑
囚
は
わ
ざ
と
犯
罪
を
行
い
、
カ
ナ
ダ
で
実
刑
を
受
け
て
延
命
を
は
か
る
か
、
あ
る
い
は
カ
ナ
ダ
で
殺
人
を
犯
し
、
米
国
で
の
死
刑
執
行

を
免
れ
よ
う
と
す
る
だ
ろ
う
と
い
う
の
で
あ
る
（
6
・
6
項
）

（
22
）
。

（6）

受
理
可
能
性
に
関
す
る
委
員
会
の
判
断

委
員
会
は
、
こ
れ
ら
の
主
張
を
踏
ま
え
て
、
受
理
可
能
性
に
関
す
る
判
断
を
行
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
①
米
国
に
お
け
る
死
刑
執
行
が
予
見
さ
れ
る
間
、
カ
ナ
ダ
に
お
け

る
通
報
者
の
抑
留
は
死
刑
の
順
番
待
ち
を
意
味
し
、
第
七
条
及
び
一
〇
条
の
違
反
で
あ
る
と
の
主
張
に
つ
い
て
は
、
委
員
会
は
、
カ
ナ
ダ
で
の
服
役
は
死
刑
の
順
番
待
ち

で
は
な
く
、
強
盗
に
関
す
る
一
〇
年
の
服
役
で
あ
る
と
し
た
。
通
報
者
は
こ
の
点
に
つ
き
規
約
第
七
条
及
び
一
〇
条
の
問
題
を
提
起
で
き
て
お
ら
ず
、
受
理
不
能
で
あ
る

と
し
た
（
7
・
4
項
）。
ま
た
、
②
逃
亡
者
に
対
し
て
控
訴
す
る
権
利
を
制
限
し
て
い
る
米
国
法
の
存
在
が
あ
り
、
退
去
強
制
を
行
う
こ
と
が
第
一
四
条
五
項
及
び
そ
れ
に

伴
う
第
六
条
の
違
反
を
構
成
す
る
と
の
通
報
者
の
主
張
に
関
し
、
委
員
会
は
、
通
報
者
は
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
法
の
下
で
、
自
ら
の
有
罪
判
決
に
つ
き
十
分
に
控
訴
す
る
権

利
を
有
す
る
と
考
え
る
。
第
一
四
条
五
項
に
基
づ
く
権
利
が
侵
害
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
国
外
退
去
が
規
約
第
六
条
の
違
反
を
伴
う
と
の
通
報
者
の
請
求
は
、
支
持
さ
れ

な
い
と
認
定
し
た
（
7
・
7
項
）。
他
方
で
、
委
員
会
は
、
本
件
の
問
題
の
重
大
性
ゆ
え
に
、
次
の
二
つ
の
点
で
本
案
審
理
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
し
た
（
7
・
8

項
）

（
23
）
。
す
な
わ
ち
、
①
カ
ナ
ダ
は
、
死
刑
が
執
行
さ
れ
な
い
よ
う
に
保
証
を
求
め
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
規
約
に
違
反
し
た
か
。
②
通
報
者
が
異
議
申
立
の
権
利
を
行
使

す
る
前
に
、
死
刑
が
宣
告
さ
れ
た
国
へ
追
放
が
行
わ
れ
た
場
合
、
規
約
第
六
条
及
び
七
条
に
基
づ
く
通
報
者
の
権
利
が
侵
害
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
か
、
の
二
点
で
あ
る
。

こ
の
二
点
に
つ
い
て
カ
ナ
ダ
は
、
二
〇
〇
二
年
一
一
月
一
五
日
の
口
上
書
に
よ
り
、
委
員
会
に
よ
る
質
問
、
及
び
さ
ら
な
る
情
報
提
供
の
要
請
に
詳
細
な
回
答
を
寄
こ
し

た
（
8
・
1
項
）

（
24
）
。
そ
の
回
答
は
、
委
員
会
の
過
去
の
「
先
例
（jurisprudence

）」
を
踏
ま
え
た
詳
細
な
内
容
に
な
っ
て
お
り
、
本
事
件
の
問
題
の
所
在
を
的
確
に
指
摘

し
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
次
に
、
こ
の
内
容
を
紹
介
し
、
委
員
会
の
こ
の
問
題
に
対
す
る
判
断
を
紹
介
し
よ
う
。

三
　
ジ
ャ
ッ
ジ
対
カ
ナ
ダ
事
件
―
―
―
本
案
段
階

（1）

締
約
国
の
回
答

カ
ナ
ダ
は
、
第
一
の
問
題
点
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
考
え
方
を
示
し
た
。
長
く
な
る
が
紹
介
し
た
い
。
す
な
わ
ち
、
カ
ナ
ダ
は
、
特
に
規
約
第
六
条
二
項
で
、
死
刑
存
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置
国
で
の
死
刑
執
行
は
認
め
ら
れ
て
い
る
と
主
張
し
た
（
8
・
2
項
）。
第
六
条
に
明
記
さ
れ
た
死
刑
執
行
に
関
す
る
条
件
が
満
た
さ
れ
た
場
合
、
締
約
国
は
、
死
刑
が
宣

告
さ
れ
た
国
へ
当
該
個
人
を
引
き
渡
し
、
又
は
退
去
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
件
の
場
合
、
委
員
会
が
問
題
と
し
て
い
る
の
は
、
カ
ナ
ダ
が
通
報
者
に
対
す
る
死
刑
を

執
行
し
な
い
よ
う
保
証
を
求
め
な
か
っ
た
こ
と
が
規
約
違
反
に
該
当
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
点
で
あ
る
（
8
・
4
項
）。
カ
ナ
ダ
に
よ
れ
ば
、
規
約
第
六
条
及
び
同
条

に
関
す
る
一
般
的
意
見
一
四
に
は
、
保
証
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
何
も
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
死
刑
廃
止
国
が
、
国
際
法
上
の
問
題
と
し
て
、
死
刑
不
執
行
の

保
証
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
主
張
を
支
持
す
る
「
判
例
（legal

authority

）」
も
存
在
し
な
い
。
カ
ナ
ダ
は
、
こ
う
し
た
要
件
が
第
六
条
の
要
件
に
含
ま
れ

る
と
の
解
釈
は
、
条
約
解
釈
に
関
し
て
受
け
容
れ
ら
れ
て
い
る
規
則
―
条
約
は
、
条
約
の
文
言
に
示
さ
れ
て
い
る
締
約
国
の
意
図
に
照
ら
し
て
解
釈
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る

と
の
規
則
―
か
ら
の
重
大
な
逸
脱
に
あ
た
る
と
主
張
す
る
（
8
・
5
項
）

（
25
）
。

カ
ナ
ダ
は
、
過
去
の
先
例
を
想
起
し
、
そ
の
い
ず
れ
の
事
件
に
お
い
て
も
、
委
員
会
が
こ
れ
ま
で
、
保
証
を
求
め
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
懸
念
を
示
し
た
こ
と
は
な

か
っ
た
と
主
張
す
る
。
さ
ら
に
カ
ナ
ダ
は
、
委
員
会
が
過
去
に
、
規
約
を
批
准
し
て
い
る
死
刑
廃
止
国
が
、
必
ず
引
渡
し
を
拒
否
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
又
は
死
刑
が

適
用
さ
れ
な
い
よ
う
保
証
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
っ
た
主
張
を
認
め
て
い
な
い
と
主
張
し
た
。
キ
ン
ド
ラ
ー
事
件
で
、
自
由
権
規
約
委
員
会
は
、「
カ
ナ
ダ
が
死

刑
廃
止
国
で
あ
る
と
の
事
実
に
基
づ
き
、
同
国
は
、
引
渡
し
を
拒
否
し
又
は
米
国
か
ら
キ
ン
ド
ラ
ー
氏
に
死
刑
が
科
さ
れ
な
い
と
の
保
証
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ

ろ
う
か
」
と
尋
ね
た
。
カ
ナ
ダ
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
こ
の
点
に
つ
い
て
の
委
員
会
の
見
解
は
、
第
六
条
の
文
言
は
、
カ
ナ
ダ
に
対
し
、
引
渡
し
を
拒
否
し
又
は
死
刑
を
執

行
し
な
い
と
の
保
証
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
義
務
づ
け
る
も
の
で
は
な
い
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
委
員
会
は
、
ウ
ー
事
件
及
び
コ
ッ
ク
ス
事
件
で
も
同
様

の
見
解
を
表
明
し
て
い
る
（
8
・
6
項
）

（
26
）
。
カ
ナ
ダ
は
、
自
由
権
規
約
第
二
選
択
議
定
書
で
は
、
死
刑
不
執
行
の
保
証
を
求
め
る
義
務
が
あ
る
か
ど
う
か
も
含
め
、
死
刑
に

直
面
す
る
引
渡
し
又
は
退
去
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
何
も
定
め
て
い
な
い
と
主
張
す
る
。
カ
ナ
ダ
は
、
本
議
定
書
が
、
死
刑
不
執
行
の
保
証
を
求
め
る
こ
と
を
義
務
づ
け

て
い
る
と
解
釈
で
き
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
言
及
を
避
け
た
も
の
の
、
現
在
、
同
国
が
こ
の
議
定
書
の
締
約
国
で
は
な
い
点
を
強
調
し
た
（
8
・
7
項
）

（
27
）
。

ま
た
カ
ナ
ダ
は
、
次
の
よ
う
に
主
張
す
る
。
す
な
わ
ち
、
通
報
者
が
追
放
さ
れ
た
一
九
九
八
年
八
月
七
日
の
時
点
で
、
カ
ナ
ダ
が
、
通
報
者
に
死
刑
が
執
行
さ
れ
な
い

と
の
保
証
を
米
国
に
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
国
内
法
上
の
義
務
は
ま
っ
た
く
存
在
し
な
か
っ
た
。
カ
ナ
ダ
の
最
高
裁
判
所
が
、
出
入
国
管
理
の
文
脈
で
、
こ
の

問
題
に
つ
い
て
判
決
を
下
し
た
こ
と
は
な
い
も
の
の
、
同
裁
判
所
は
、
引
渡
し
に
関
連
し
て
こ
の
問
題
に
言
及
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
キ
ン
ド
ラ
ー
対
カ
ナ
ダ
（
司
法

省
）

（
28
）

及
び
ウ
ー
引
渡
事
件
（
29
）
に
お
い
て
、
裁
判
所
は
、
死
刑
が
執
行
さ
れ
な
い
と
の
保
証
を
求
め
る
こ
と
、
及
び
そ
う
し
た
保
証
が
な
い
ま
ま
に
キ
ン
ド
ラ
ー
や
ウ
ー
の
引

渡
し
を
決
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
司
法
省
に
裁
量
権
を
与
え
る
こ
と
は
カ
ナ
ダ
憲
法
の
違
反
に
は
当
た
ら
な
い
と
の
判
決
を
下
し
た
（
8
・
8
項
）

（
30
）
。
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さ
ら
に
カ
ナ
ダ
は
、
規
約
締
約
国
の
行
為
は
、
規
約
違
反
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
時
点
で
適
用
可
能
な
法
に
照
ら
し
て
判
断
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
主
張
し
た
。
し

た
が
っ
て
、
通
報
者
の
追
放
が
行
わ
れ
た
時
点
で
、
カ
ナ
ダ
に
対
し
、
ロ
ジ
ャ
ー
・
ジ
ャ
ッ
ジ
に
死
刑
が
執
行
さ
れ
な
い
こ
と
の
保
証
を
得
る
こ
と
を
要
求
す
る
国
際
法

は
何
ら
存
在
し
な
い
。
カ
ナ
ダ
は
さ
ら
に
、
こ
の
点
を
裏
づ
け
る
証
拠
と
し
て
、
キ
ン
ド
ラ
ー
事
件
、
ウ
ー
事
件
及
び
コ
ッ
ク
ス
事
件
に
お
け
る
委
員
会
の
規
約
解
釈
を

挙
げ
た
。
ま
た
国
連
の
犯
罪
人
引
渡
し
に
関
す
る
モ
デ
ル
条
約
で
は
、「
死
刑
が
執
行
さ
れ
な
い
と
の
保
証
が
な
い
こ
と
」
が
個
人
の
引
渡
し
を
拒
否
で
き
る
場
合
の
義
務

的
事
由
と
し
て
で
は
な
く
、「
引
渡
し
を
拒
絶
で
き
る
場
合
の
選
択
的
事
由
」
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
と
主
張
す
る
（
31
）
。

最
後
に
カ
ナ
ダ
は
、
死
刑
を
宣
告
さ
れ
た
国
へ
個
人
が
追
放
さ
れ
る
場
合
、
死
刑
廃
止
国
は
必
ず
、
死
刑
が
執
行
さ
れ
な
い
と
の
保
証
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か

ど
う
か
と
い
う
問
題
は
、
国
家
の
政
策
上
の
問
題
で
あ
っ
て
、
規
約
に
基
づ
く
法
的
要
求
で
は
な
い
と
主
張
し
た
（
8
・
9
項
）。
通
報
者
が
死
刑
宣
告
を
受
け
た
国
に
、

死
刑
を
執
行
し
な
い
と
の
保
証
を
求
め
る
こ
と
な
く
追
放
す
る
こ
と
が
、
規
約
第
七
条
に
違
反
す
る
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
カ
ナ
ダ
は
、
委
員
会
が
か
つ
て

次
の
よ
う
に
判
断
し
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
す
な
わ
ち
、
死
刑
宣
告
を
受
け
た
国
へ
の
個
人
の
引
渡
し
又
は
追
放
は
、
第
六
条
二
項
の
問
題
で
あ
っ
て
、
そ
れ
自
体
は
第

七
条
違
反
に
該
当
し
な
い
。
さ
ら
に
同
国
は
、「
通
報
者
の
個
人
的
要
素
、
死
刑
執
行
を
待
つ
間
の
拘
禁
に
関
連
す
る
特
殊
な
条
件
、
さ
ら
に
刑
の
執
行
方
法
が
特
に
残

酷
」
と
い
っ
た
条
件
に
よ
っ
て
は
、
死
刑
に
関
す
る
第
七
条
に
基
づ
い
て
い
く
つ
か
の
問
題
が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
し
た
委
員
会
の
見
解
を
指
摘
し
た
（
キ
ン
ド

ラ
ー
事
件
）（
8
・
10
項
）。
カ
ナ
ダ
に
よ
れ
ば
、
本
件
に
お
い
て
唯
一
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
は
、
カ
ナ
ダ
が
、
死
刑
を
執
行
し
な
い
と
の
保
証
を
求
め
な
か
っ
た
こ
と
が
、

第
七
条
に
基
づ
く
通
報
者
の
権
利
を
侵
害
し
た
こ
と
に
な
る
か
ど
う
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
カ
ナ
ダ
は
、
第
六
条
二
項
に
認
め
ら
れ
る
範
囲
で
の
死
刑
制
度
は
第
七
条
違

反
に
該
当
せ
ず
、
し
た
が
っ
て
死
刑
を
執
行
し
な
い
と
の
保
証
を
求
め
な
か
っ
た
こ
と
は
第
七
条
違
反
に
当
た
ら
な
い
と
主
張
す
る
。
こ
う
し
た
考
え
方
を
採
ら
な
い
場

合
、
X
国
が
第
六
条
二
項
に
認
め
ら
れ
る
範
囲
内
で
死
刑
を
科
す
こ
と
は
、
拷
問
又
は
残
虐
な
、
非
人
道
的
な
若
し
く
は
品
位
を
傷
つ
け
る
取
り
扱
い
あ
る
い
は
刑
罰
に

該
当
し
な
い
も
の
の
、
X
国
か
ら
死
刑
を
執
行
し
な
い
と
の
保
証
を
求
め
ず
に
同
国
に
犯
罪
人
を
引
き
渡
し
た
国
は
、
当
該
犯
罪
人
を
、
拷
問
又
は
残
虐
な
、
非
人
道
的

な
若
し
く
は
品
位
を
傷
つ
け
る
取
り
扱
い
あ
る
い
は
刑
罰
と
い
う
現
実
の
危
険
性
に
直
面
さ
せ
た
と
判
断
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
第
七
条
の
解
釈
と
し

て
受
け
容
れ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
締
約
国
は
主
張
す
る
。
以
上
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
同
国
は
、
死
刑
を
執
行
し
な
い
と
の
保
証
を
求
め
る
こ
と
な
く
、
ロ
ジ
ャ
ー
・

ジ
ャ
ッ
ジ
を
米
国
に
追
放
し
た
こ
と
は
第
七
条
違
反
に
当
た
ら
な
い
と
主
張
す
る
（
8
・
11
項
）

（
32
）
。

ま
た
カ
ナ
ダ
は
、
規
約
第
二
条
三
項
に
よ
っ
て
、
当
該
規
約
で
保
障
さ
れ
て
い
る
権
利
や
自
由
を
侵
害
さ
れ
た
す
べ
て
の
個
人
が
効
果
的
な
救
済
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
、

及
び
権
利
侵
害
の
主
張
が
権
限
あ
る
当
局
に
お
い
て
行
わ
れ
る
こ
と
、
及
び
い
か
な
る
救
済
も
実
行
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
、
規
約
締
約
国
は
義
務
づ
け
ら
れ
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た
と
主
張
す
る
。
ま
た
、
締
約
国
は
、
第
六
条
及
び
七
条
に
基
づ
い
て
、
自
ら
の
主
張
を
行
い
、
か
か
る
主
張
に
照
ら
し
て
、
自
国
が
規
約
で
保
障
さ
れ
た
通
報
者
の
権

利
及
び
自
由
を
侵
害
し
て
い
な
い
と
結
論
づ
け
る
。
ゆ
え
に
、
本
件
に
お
い
て
、
同
国
は
、
第
二
条
三
項
(a)
及
び
(c)
に
基
づ
く
義
務
を
負
う
も
の
で
は
な
い
（
8
・
12
項
）。

さ
ら
に
カ
ナ
ダ
は
、
自
ら
の
権
利
と
自
由
が
侵
害
さ
れ
た
と
主
張
す
る
個
人
は
、
権
限
あ
る
司
法
機
関
に
よ
っ
て
そ
の
主
張
の
是
非
を
判
断
し
て
も
ら
う
こ
と
が
可
能
で
、

も
し
主
張
が
受
け
容
れ
ら
れ
な
か
っ
た
場
合
は
、
効
果
的
な
救
済
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
指
摘
し
た
。
特
に
カ
ナ
ダ
が
強
調
し
た
の
は
、
同
国
が
、
通
報
者
に
死
刑

が
執
行
さ
れ
な
い
と
の
保
証
を
得
る
よ
う
義
務
付
け
ら
れ
て
い
た
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
は
、
国
内
裁
判
所
に
お
い
て
提
起
さ
れ
る
べ
き
問
題
で
あ
っ
た
と
い
う
点
で
あ

る
（
8
・
13
項
）

（
33
）
。

カ
ナ
ダ
は
、
提
起
さ
れ
た
第
二
の
問
題
点
に
つ
い
て
も
次
の
よ
う
な
詳
細
な
回
答
を
寄
こ
し
た
。
す
な
わ
ち
、
カ
ナ
ダ
は
、
第
六
条
と
こ
れ
に
関
連
す
る
委
員
会
の
一

般
的
意
見
は
、
死
刑
を
宣
告
さ
れ
た
国
へ
個
人
を
追
放
す
る
に
先
立
っ
て
、
国
家
は
、
当
該
個
人
が
す
べ
て
の
控
訴
権
を
行
使
で
き
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か

と
い
う
点
に
つ
い
て
は
規
定
し
て
い
な
い
と
い
う
。
第
六
条
に
基
づ
い
て
こ
う
し
た
要
件
が
存
在
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
条
約
解
釈
に
つ
い
て
一
般
に
認
め
ら
れ
た

諸
規
則
か
ら
の
逸
脱
と
な
る
だ
ろ
う
。
カ
ナ
ダ
の
見
解
で
は
、
第
六
条
四
項
及
び
一
四
条
五
項
は
、
死
刑
を
科
そ
う
と
す
る
締
約
国
に
と
っ
て
は
重
要
な
保
護
手
段
と
な

る
も
の
の
、
死
刑
を
宣
告
さ
れ
た
国
に
、
当
該
個
人
を
追
放
又
は
引
き
渡
そ
う
と
す
る
規
約
締
約
国
に
は
適
用
さ
れ
な
い
と
い
う
（
8
・
14
項
）。
カ
ナ
ダ
は
、
入
国
管
理

法
第
四
八
条
に
よ
れ
ば
、
退
去
命
令
は
、
法
律
又
は
司
法
判
決
に
基
づ
い
て
追
放
が
猶
予
さ
れ
る
場
合
を
除
き
、
合
理
的
に
実
行
可
能
な
限
り
速
や
か
に
行
わ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
説
明
す
る
。
つ
ま
り
、
追
放
の
実
施
に
つ
い
て
猶
予
が
な
い
場
合
、
退
去
命
令
は
絶
対
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
担
当
大
臣
は
、
合
理

的
に
実
行
可
能
な
限
り
速
や
か
に
こ
れ
を
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
の
点
に
つ
い
て
裁
量
権
は
ほ
と
ん
ど
認
め
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
カ
ナ
ダ
の
主
張

に
よ
れ
ば
、
通
報
者
に
適
用
さ
れ
る
入
国
管
理
法
第
四
九
条
及
び
五
〇
条
に
基
づ
い
て
追
放
の
猶
予
は
認
め
ら
れ
ず
、
し
か
も
、
司
法
判
決
に
基
づ
く
猶
予
を
求
め
た
通

報
者
の
請
求
は
、
再
審
理
で
却
下
さ
れ
た
（
8
・
15
項
）。
さ
ら
に
カ
ナ
ダ
は
、
い
ず
れ
の
裁
判
所
で
も
、
追
放
を
延
期
す
る
だ
け
の
十
分
な
理
由
を
見
出
せ
な
か
っ
た
と

主
張
す
る
。
あ
ら
ゆ
る
レ
ベ
ル
で
の
控
訴
が
す
べ
て
尽
く
さ
れ
る
ま
で
、
締
約
国
が
退
去
命
令
の
猶
予
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
通
報
者
の
い
う
よ
う
に
、

重
大
な
犯
罪
を
犯
し
た
者
は
、
か
な
り
長
期
間
カ
ナ
ダ
国
内
に
と
ど
ま
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
結
果
、
通
報
者
の
よ
う
な
重
大
な
犯
罪
を
犯
し
た
被
告
に

つ
い
て
は
、
控
訴
手
続
が
行
わ
れ
て
い
る
期
間
中
、
引
き
続
き
抑
留
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
の
保
証
も
な
い
ま
ま
に
、
長
期
間
に
わ
た
っ
て
追
放
が
延
期
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
と
カ
ナ
ダ
は
主
張
す
る
（
8
・
16
項
）

（
34
）
。

第
七
条
違
反
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
カ
ナ
ダ
は
、
第
六
条
二
項
の
規
定
に
従
っ
た
死
刑
の
適
用
が
、
第
七
条
違
反
に
当
た
ら
な
い
場
合
、
個
人
を
死
刑
が
宣
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告
さ
れ
た
国
へ
追
放
す
る
に
先
立
っ
て
、
国
家
が
、
当
該
個
人
が
す
べ
て
の
司
法
手
続
を
行
使
で
き
る
よ
う
に
し
な
か
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
れ
は
第
七
条
違
反
に
該

当
し
な
い
と
主
張
す
る
。
カ
ナ
ダ
は
、
重
要
な
の
は
、
死
刑
を
採
用
す
る
規
約
締
約
国
が
、
第
六
条
及
び
規
約
の
関
連
規
定
に
明
記
さ
れ
た
基
準
を
満
た
し
た
か
ど
う
か

で
あ
っ
て
、
個
人
を
、
死
刑
を
宣
告
さ
れ
た
国
へ
追
放
す
る
締
約
国
（
カ
ナ
ダ
）
が
、
当
該
個
人
に
対
し
、
追
放
の
決
定
を
裁
判
所
に
お
い
て
見
直
す
十
分
な
機
会
を
与

え
た
か
ど
う
か
で
は
な
い
（
8
・
17
項
）。
規
約
第
二
条
三
項
に
つ
い
て
も
、
カ
ナ
ダ
は
、
米
国
へ
の
追
放
に
先
立
っ
て
、
通
報
者
は
退
去
命
令
を
裁
判
所
で
十
分
見
直
し

て
も
ら
う
こ
と
―
追
放
が
通
報
者
の
人
権
を
侵
害
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
点
の
見
直
し
も
含
め
て
―
が
で
き
た
の
だ
か
ら
、
同
国
は
、
規
約
で
認
め
ら
れ
た
通
報
者

の
い
か
な
る
権
利
も
侵
害
し
て
い
な
い
と
主
張
し
た
（
8
・
18
項
）。
さ
ら
に
、
通
報
者
の
米
国
に
お
け
る
現
在
の
状
況
に
つ
い
て
、
カ
ナ
ダ
は
、
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
フ
ィ

ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
地
区
検
察
局
か
ら
、
現
在
、
通
報
者
は
、
州
刑
務
所
に
抑
留
さ
れ
て
お
り
、
死
刑
執
行
の
期
日
も
ま
だ
決
ま
っ
て
い
な
い
と
の
報
告
を
受
け
た
と
述
べ
た

（
8
・
19
項
）。
二
〇
〇
二
年
五
月
二
三
日
、
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
最
高
裁
判
所
は
、
通
報
者
が
提
出
し
た
、
有
罪
判
決
に
対
す
る
非
常
救
済
手
続
の
申
請
を
却
下
し
た
。
現

在
、
通
報
者
は
連
邦
地
方
裁
判
所
に
対
し
、
人
身
保
護
令
状
の
発
給
を
申
請
し
て
い
る
。
同
裁
判
所
が
こ
れ
を
認
め
な
け
れ
ば
、
第
三
巡
回
区
控
訴
裁
判
所
に
控
訴
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
後
は
、
米
国
最
高
裁
判
所
に
上
訴
す
る
道
も
残
さ
れ
て
い
る
。
通
報
者
が
連
邦
裁
判
所
に
起
こ
し
た
上
訴
が
す
べ
て
却
下
さ
れ
た
場
合
、
米
国
政

府
に
よ
る
恩
赦
に
基
づ
く
減
刑
も
考
え
ら
れ
う
る
。
さ
ら
に
、
カ
ナ
ダ
は
、
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
当
局
に
よ
れ
ば
、
一
九
七
六
年
に
死
刑
が
再
開
さ
れ
て
か
ら
、
実
際
に

死
刑
が
執
行
さ
れ
た
の
は
わ
ず
か
三
人
だ
と
い
う
事
実
を
指
摘
し
た
（
8
・
20
項
）

（
35
）
。

注
目
さ
れ
る
の
は
、
カ
ナ
ダ
の
国
内
裁
判
所
に
お
け
る
こ
の
問
題
に
関
す
る
新
た
な
判
例
に
触
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
カ
ナ
ダ
は
回
答
の
中
で
、
注
意
深
く
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ま
で
の
主
張
を
害
す
る
こ
と
な
く
、
締
約
国
は
、
委
員
会
に
対
し
、
本
件
で
問
題
に
な
っ
て
い
る
様
々
な
出
来
事
が
起
こ
っ
て
以
降
、

国
内
に
お
い
て
い
く
つ
か
の
進
展
が
見
ら
れ
た
こ
と
を
伝
え
た
。
二
〇
〇
一
年
二
月
一
五
日
、
カ
ナ
ダ
最
高
裁
判
所
は
、
米
国
対
バ
ー
ン
ズ
事
件
（
36
）
で
、
カ
ナ
ダ
政
府
は
、

例
外
的
な
場
合
を
除
い
て
い
か
な
る
場
合
で
も
、
個
人
が
死
刑
を
宣
告
さ
れ
た
国
へ
、
当
該
個
人
を
引
き
渡
す
前
に
、
死
刑
が
執
行
さ
れ
な
い
と
の
保
証
を
求
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
判
示
し
た
。
締
約
国
に
よ
れ
ば
、
市
民
権
・
移
民
省
は
、
移
民
の
退
去
に
対
す
る
こ
の
判
決
の
影
響
に
つ
い
て
、
現
在
検
討
中
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る

（
8
・
21
項
）。
カ
ナ
ダ
に
お
い
て
は
、
こ
の
判
決
に
素
直
に
従
え
ば
、
国
内
判
例
法
の
要
請
と
し
て
、
死
刑
存
置
国
へ
の
死
刑
囚
の
引
渡
し
に
お
い
て
は
、
例
外
的
な
場
合

を
除
き
、
死
刑
が
執
行
さ
れ
な
い
と
い
う
保
証
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
カ
ナ
ダ
の
議

論
の
背
後
に
は
、
本
判
決
は
ジ
ャ
ッ
ジ
事
件
が
委
員
会
に
通
報
さ
れ
た
日
以
降
の
判
決
で
あ
っ
て
遡
及
的
に
義
務
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
の
判
断
が
あ
る
も
の
と

思
わ
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
れ
ま
で
紹
介
し
た
主
張
か
ら
も
看
取
さ
れ
る
よ
う
に
、
カ
ナ
ダ
は
通
報
者
の
申
立
に
つ
い
て
過
去
の
委
員
会
の
先
例
、
さ
ら
に
は
同



死刑廃止国に対する新たな義務

13

国
の
国
内
法
制
度
を
踏
ま
え
た
周
到
な
反
論
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
こ
と
も
手
伝
っ
て
争
点
は
き
わ
め
て
明
確
に
な
っ
た
。

（2）

通
報
者
の
反
論

二
〇
〇
三
年
一
月
二
四
日
付
の
書
簡
で
、
通
報
者
は
、
締
約
国
は
、
引
渡
し
、
つ
ま
り
送
還
に
関
わ
る
事
例
に
お
い
て
、
死
刑
が
執
行
さ
れ
な
い
と
の
保
証
が
要
求
さ

れ
な
か
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
必
ず
し
も
死
刑
廃
止
国
が
規
約
に
違
反
し
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
と
の
自
ら
の
主
張
の
根
拠
と
し
て
、
キ
ン
ド
ラ
ー
事
件
で
の
見
解
を
挙

げ
た
が
、
締
約
国
は
、
こ
の
事
件
で
の
事
実
関
係
だ
け
で
な
く
、
こ
の
事
件
で
の
委
員
会
の
判
断
の
効
果
に
つ
い
て
も
誤
っ
た
解
釈
を
し
て
い
る
と
反
論
し
た
（
9
・
1

項
）。通

報
者
に
よ
る
と
、
キ
ン
ド
ラ
ー
事
件
で
は
、
退
去
強
制
で
は
な
く
、
引
渡
し
が
問
題
と
さ
れ
て
い
た
。
同
事
件
で
委
員
会
は
、「
死
刑
が
執
行
さ
れ
な
い
と
の
保
証
な

し
の
引
渡
し
の
決
定
が
、
恣
意
的
に
又
は
略
式
の
決
定
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
ら
、
規
約
違
反
に
該
当
す
る
」
と
の
見
解
を
示
し
た
。
し
か
し
、
死
刑
が
執
行
さ
れ
な
い
と

の
保
証
な
し
に
、
キ
ン
ド
ラ
ー
氏
の
引
渡
し
が
命
じ
ら
れ
る
前
に
、
司
法
省
が
同
氏
の
主
張
を
検
討
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
委
員
会
は
、
引
渡
し
決
定
が
「
恣
意
的
に
又

は
略
式
」
に
行
わ
れ
た
と
は
認
定
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
現
在
検
討
中
の
事
件
で
は
、
退
去
強
制
が
問
題
に
な
っ
て
お
り
、
退
去
強
制
の
場
合
、
死
刑
が
執
行
さ
れ
な

い
と
の
保
証
を
得
る
よ
う
、
退
去
強
制
さ
れ
る
者
が
要
求
で
き
る
こ
と
を
保
証
す
る
法
的
手
続
が
存
在
し
な
い
（
9
・
2
項
）。
通
報
者
に
よ
れ
ば
、
退
去
強
制
の
場
合
、

司
法
大
臣
に
米
国
に
死
刑
が
執
行
さ
れ
な
い
と
の
保
証
を
求
め
る
権
限
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
締
約
国
に
は
、
引
渡
条
約
で
認
め
ら
れ
て
い
る
保
護
を
通
報
者
に

与
え
る
必
要
が
な
か
っ
た
だ
け
で
な
く
、
保
証
が
適
切
に
求
め
ら
れ
た
ど
う
か
の
確
認
も
行
わ
れ
な
か
っ
た
。
他
方
、
通
報
者
は
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
地
方
検
察
局
の

一
九
九
四
年
二
月
三
日
付
の
書
簡
を
同
封
し
た
。
同
書
簡
に
は
、
同
局
が
、
必
要
な
ら
ば
引
渡
手
続
を
開
始
す
る
予
定
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
カ
ナ
ダ
は
、

引
渡
手
続
を
「
回
避
し
」、
再
び
通
報
者
を
死
刑
執
行
の
恐
怖
に
晒
し
た
こ
と
で
、
キ
ン
ド
ラ
ー
事
件
の
場
合
と
は
異
な
り
、
規
約
第
六
条
、
七
条
及
び
二
条
三
項
で
保
障

さ
れ
て
い
る
通
報
者
の
権
利
を
侵
害
し
た
こ
と
に
な
る
と
い
う
の
で
あ
る
（
9
・
3
項
）

（
37
）
。

ま
た
、
退
去
強
制
に
異
議
を
唱
え
る
こ
と
の
で
き
る
権
利
を
通
報
者
が
行
使
す
る
前
に
、
彼
を
退
去
強
制
し
た
こ
と
に
よ
り
、
締
約
国
は
彼
の
権
利
を
侵
害
し
た
こ
と

に
な
る
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
通
報
者
は
、
カ
ナ
ダ
が
自
ら
の
権
利
を
き
わ
め
て
限
定
的
に
解
釈
し
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
死
刑
が
関
係
す
る
事
件
の
場
合
、
特
別

な
配
慮
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
を
主
張
し
た
。
ケ
ベ
ッ
ク
最
高
裁
判
所
の
決
定
後
、
一
時
間
以
内
に
通
報
者
を
退
去
さ
せ
た
結
果
、
カ
ナ
ダ
は
、
控
訴
審
で
の
検
討
を
不
可

能
に
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
（
9
・
4
項
）。
通
報
者
に
よ
る
と
、
こ
れ
は
規
約
第
二
条
三
項
違
反
に
該
当
す
る
だ
け
で
な
く
、
委
員
会
の
一
般
的
意
見
の
精
神
を
侵
害
す
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る
も
の
で
も
あ
る
と
い
う
（
9
・
5
項
）。
通
報
者
は
、
入
国
管
理
法
に
基
づ
い
て
、
司
法
大
臣
に
は
あ
る
程
度
の
裁
量
権
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
彼
を
「
即
刻
」
退
去
さ

せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
義
務
は
な
か
っ
た
と
主
張
す
る
。
彼
は
、
カ
ナ
ダ
の
国
内
判
例
で
あ
る
ワ
ン
対
移
民
大
臣
事
件
（
38
）
を
引
用
し
、「
行
使
す
べ
き
裁
量
権
と
は
、
退
去

命
令
を
無
効
、
も
し
く
は
実
施
不
能
と
す
る
別
の
手
続
を
踏
襲
す
べ
き
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
か
か
る
手
続
の
目
的
は
、
退
去
さ
れ
る
こ
と
で
、
当
該
人
物

が
死
刑
、
も
し
く
は
そ
れ
以
外
の
ひ
ど
い
制
裁
を
受
け
る
恐
れ
が
な
い
か
ど
う
か
を
決
定
す
る
こ
と
に
あ
る
」
と
判
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
を
喚
起
す
る
。
こ
の
原

則
に
し
た
が
っ
て
、
通
報
者
は
、
控
訴
に
よ
る
決
定
の
見
直
し
を
求
め
る
機
会
が
与
え
ら
れ
る
ま
で
、
退
去
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

控
訴
権
の
行
使
が
制
限
さ
れ
な
け
れ
ば
、
カ
ナ
ダ
最
高
裁
判
所
が
米
国
対
バ
ー
ン
ズ
事
件
の
判
決
を
下
し
た
時
点
で
、
本
件
は
依
然
と
し
て
カ
ナ
ダ
の
国
内
裁
判
所
で
係

争
中
で
あ
っ
た
は
ず
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
こ
の
判
決
で
は
、
例
外
的
な
場
合
を
除
き
、
死
刑
が
執
行
さ
れ
る
恐
れ
の
あ
る
す
べ
て
の
事
例
で
保
証
を
得
る

こ
と
が
必
要
と
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
彼
は
こ
の
判
決
に
よ
る
恩
恵
に
あ
ず
か
る
こ
と
が
で
き
た
は
ず
だ
と
い
う
の
で
あ
る
（
9
・
6
項
）

（
39
）
。

こ
う
し
た
、
双
方
の
主
張
に
対
し
て
、
自
由
権
規
約
委
員
会
が
ど
の
よ
う
な
判
断
を
下
す
か
注
目
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
次
に
、
こ
の
本
案
に
対
す
る
委
員
会
の
見

解
を
概
観
し
て
み
よ
う
。

（3）

委
員
会
の
見
解

委
員
会
は
、
本
事
件
で
提
起
さ
れ
た
、
カ
ナ
ダ
は
死
刑
が
執
行
さ
れ
な
い
よ
う
に
保
証
を
求
め
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
規
約
に
違
反
し
た
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、

次
の
よ
う
に
述
べ
て
、
キ
ン
ド
ラ
ー
事
件
に
お
け
る
「
先
例
」
を
変
更
し
、
カ
ナ
ダ
の
第
六
条
一
項
違
反
を
認
め
た
。
す
な
わ
ち
、「
死
刑
を
廃
止
し
た
締
約
国
と
し
て
の

カ
ナ
ダ
が
、
あ
る
者
に
死
刑
判
決
を
下
し
て
い
る
他
国
に
当
該
者
を
追
放
す
る
際
に
負
う
義
務
を
検
討
す
る
に
あ
た
っ
て
、
委
員
会
は
、
キ
ン
ド
ラ
ー
事
件
に
お
け
る
先

例
を
想
起
す
る
。
こ
の
事
案
で
は
、
委
員
会
は
、
死
刑
廃
止
国
か
ら
、
死
刑
判
決
が
下
さ
れ
て
い
る
国
へ
通
報
者
を
追
放
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
自
体
が
第
六
条
に
違
反
す

る
こ
と
に
な
る
と
は
考
え
な
か
っ
た
。
こ
の
判
断
に
お
け
る
委
員
会
の
根
拠
は
、
最
も
重
大
な
犯
罪
に
死
刑
を
科
す
こ
と
を
禁
止
し
て
い
な
い
第
六
条
二
項
と
と
も
に
第

六
条
一
項
を
併
せ
読
む
と
い
う
規
約
解
釈
に
あ
る
。
委
員
会
は
、
カ
ナ
ダ
自
身
が
通
報
者
に
死
刑
判
決
を
科
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
死
刑
を
廃
止
し
て
い
な
い
米
国
に
通

報
者
を
引
渡
し
、
死
刑
に
直
面
さ
せ
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
引
渡
し
は
、
規
約
上
の
通
報
者
の
権
利
が
米
国
で
侵
害
さ
れ
る
真
の
危
険
が
な
い
限
り
、
そ
れ
自
体

で
は
、
カ
ナ
ダ
に
よ
る
違
反
と
は
な
ら
な
い
と
考
え
た
。
保
証
の
問
題
に
つ
い
て
も
、
委
員
会
は
、
第
六
条
が
、
カ
ナ
ダ
に
対
し
て
引
渡
し
を
拒
否
し
又
は
保
証
を
求
め

る
こ
と
を
必
ず
し
も
要
求
し
て
い
な
い
が
、
保
証
の
要
請
に
つ
い
て
は
、
少
な
く
と
も
、
追
放
国
が
こ
れ
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
と
認
定
し
た
」（
10
・
2
項
）。
そ
し
て
、
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こ
れ
に
続
け
て
、「
委
員
会
は
、
そ
の
先
例
の
一
貫
性
を
確
保
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
る
。
し
か
し
、
他
方
で
、
規
約
が
保
護
す
る
権
利
の
適
用
範
囲
の
再
検

討
が
求
め
ら
れ
る
例
外
的
な
事
態
が
あ
り
う
る
こ
と
に
留
意
す
る
。
た
と
え
ば
、
侵
害
さ
れ
た
と
主
張
さ
れ
る
も
の
が
最
も
基
本
的
な
権
利
、
す
な
わ
ち
生
命
に
対
す
る

権
利
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
特
に
、
提
起
さ
れ
て
い
る
問
題
に
つ
い
て
、
事
実
及
び
法
の
発
展
が
顕
著
で
あ
り
、
国
際
世
論
の
変
化
が
み
ら
れ
る
と
き
は
そ
う
で
あ
る
。

委
員
会
は
、
前
述
の
先
例
が
約
一
〇
年
前
に
確
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
事
実
、
そ
の
時
以
来
、
死
刑
の
廃
止
に
賛
成
す
る
国
際
的
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
拡
大
し
、
死

刑
を
維
持
す
る
国
家
に
お
い
て
は
そ
れ
を
執
行
し
な
い
と
す
る
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
拡
大
し
て
い
る
と
い
う
事
実
に
留
意
す
る
。
意
義
深
い
こ
と
に
、
委
員
会
は
、
キ
ン
ド

ラ
ー
事
件
以
来
、
締
約
国
カ
ナ
ダ
自
身
が
、
米
国
対
バ
ー
ン
ズ
事
件
に
お
い
て
、
カ
ナ
ダ
か
ら
引
き
渡
さ
れ
る
者
で
あ
っ
て
、
追
放
先
の
国
家
に
お
い
て
死
刑
判
決
を
受

け
て
い
る
者
の
保
護
を
確
保
す
る
た
め
に
自
国
の
国
内
法
を
改
正
す
る
必
要
性
を
認
識
し
て
い
る
こ
と
に
留
意
す
る
。
こ
の
事
件
に
お
い
て
、
カ
ナ
ダ
の
最
高
裁
判
所
は
、

死
刑
に
直
面
す
る
国
家
に
個
人
を
引
き
渡
す
前
に
、
死
刑
が
科
さ
れ
な
い
と
す
る
保
証
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
判
示
し
た
。
こ
の
判
決
の
言
葉
に
よ
る
な
ら
ば
、

『
他
の
死
刑
廃
止
国
は
、
一
般
に
、
保
証
な
し
に
引
き
渡
し
て
は
い
な
い
』
こ
と
に
留
意
す
る
こ
と
が
適
切
で
あ
る
。
委
員
会
は
、
規
約
は
生
き
て
い
る
文
書
（liv

in
g

instrum
ent

）
と
し
て
解
釈
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
こ
で
保
護
さ
れ
て
い
る
権
利
は
、
今
日
的
状
況
の
文
脈
で
、
か
つ
今
日
的
状
況
に
照
ら
し
て
適
用
さ
れ
る
べ
き
で

あ
る
と
考
え
る
」（
10
・
3
項
）
と
述
べ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
委
員
会
は
、
一
〇
年
前
の
キ
ン
ド
ラ
ー
事
件
以
後
の
死
刑
廃
止
を
支
持
す
る
広
範
な
国
際
的
コ
ン
セ
ン
サ
ス

の
存
在
を
指
摘
し
、
ま
た
カ
ナ
ダ
の
国
内
判
決
の
発
展
も
睨
み
な
が
ら
、
欧
州
人
権
裁
判
所
で
採
用
さ
れ
て
い
る
発
展
的
解
釈
の
手
法
を
取
り
入
れ
、
み
ず
か
ら
の
「
先

例
」
の
変
更
を
正
当
化
し
た
の
で
あ
る
（
40
）
。

さ
ら
に
続
け
て
、「
第
六
条
の
適
用
を
再
検
討
す
る
際
、
委
員
会
は
、
条
約
法
に
関
す
る
ウ
ィ
ー
ン
条
約
が
求
め
る
よ
う
に
、
条
約
が
、
文
脈
に
よ
り
か
つ
そ
の
趣
旨
及

び
目
的
に
照
ら
し
て
与
え
ら
れ
る
用
語
の
通
常
の
意
味
に
従
い
、
誠
実
に
解
釈
さ
れ
る
べ
き
こ
と
に
留
意
す
る
。『
す
べ
て
の
人
間
は
、
生
命
に
対
す
る
固
有
の
権
利
を
有

す
る
。
…
』
と
規
定
す
る
第
六
条
一
項
は
一
般
規
則
で
あ
り
、
そ
の
目
的
は
生
命
を
保
護
す
る
こ
と
で
あ
る
。
死
刑
を
廃
止
し
た
締
約
国
は
、
同
項
に
基
づ
き
あ
ら
ゆ
る

状
況
の
下
で
そ
の
よ
う
に
保
護
す
る
義
務
を
負
う
。
第
六
条
一
項
が
死
刑
そ
の
も
の
を
廃
止
す
る
も
の
と
解
釈
さ
れ
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
に
、
第
六
条
の
二
項
か
ら
六

項
が
挿
入
さ
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
条
文
解
釈
は
、
二
項
の
冒
頭
の
文
言
（『
死
刑
を
廃
止
し
て
い
な
い
国
に
お
い
て
は
』）、
及
び
六
項
（『
こ
の
条
の
い
か

な
る
規
定
も
、
こ
の
規
約
の
締
約
国
に
よ
り
死
刑
の
廃
止
を
遅
ら
せ
又
は
妨
げ
る
た
め
に
援
用
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
』）
に
よ
っ
て
強
化
さ
れ
る
。
実
際
に
お
い
て
、
二
項

か
ら
六
項
ま
で
は
、
死
刑
に
関
し
て
生
命
に
対
す
る
権
利
の
例
外
を
設
け
る
こ
と
、
及
び
こ
の
例
外
の
範
囲
の
限
界
を
定
め
る
こ
と
、
と
い
う
二
重
の
機
能
を
も
つ
。
一

定
の
要
素
が
存
在
す
る
と
き
に
宣
言
さ
れ
た
死
刑
の
み
が
、
こ
の
例
外
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
う
る
。
こ
れ
ら
の
制
限
の
な
か
に
は
、
二
項
の
冒
頭
の
文
言
に
見
出
さ
れ
る
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制
限
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、『
死
刑
を
廃
止
し
て
い
な
い
』
締
約
国
の
み
が
二
項
か
ら
六
項
ま
で
に
お
い
て
設
け
る
例
外
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
制
限
で
あ

る
。
死
刑
を
廃
止
し
た
国
家
に
つ
い
て
は
、
個
人
を
死
刑
の
適
用
の
真
の
危
険
に
晒
さ
な
い
義
務
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
個
人
に
死
刑
判
決
が
下
さ
れ
る
こ
と
が
合
理

的
に
予
見
さ
れ
る
場
合
に
は
、
追
放
又
は
引
渡
し
の
い
ず
れ
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
死
刑
が
執
行
さ
れ
な
い
こ
と
を
確
保
す
る
こ
と
な
く
、
当
該
個
人
を
自
国
の
管

轄
の
下
か
ら
排
除
し
て
は
な
ら
な
い
」（
10
・
4
項
）
と
述
べ
て
、
引
渡
し
で
あ
れ
国
外
追
放
で
あ
れ
、
委
員
会
は
死
刑
廃
止
国
の
特
別
の
責
務
を
認
定
し
た
。
す
な
わ
ち
、

死
刑
廃
止
国
で
あ
る
カ
ナ
ダ
が
、
死
刑
が
執
行
さ
れ
な
い
こ
と
を
確
保
す
る
こ
と
な
く
、
死
刑
存
置
国
で
あ
る
米
国
へ
通
報
者
を
国
外
退
去
さ
せ
る
の
は
第
六
条
一
項
違

反
で
あ
る
と
認
定
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
結
論
は
、
同
じ
く
規
約
の
締
約
国
で
あ
り
な
が
ら
、
死
刑
廃
止
国
と
死
刑
存
置
国
に
お
い
て
、
第
六
条
に
つ
き
締
約
国
が
負
う

義
務
に
区
別
を
導
入
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
こ
と
を
意
識
し
た
の
か
、
委
員
会
は
次
の
よ
う
な
見
解
を
表
明
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
委
員
会
は
、
第
六
条
一
項
及

び
二
項
を
こ
の
よ
う
に
解
釈
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
死
刑
廃
止
国
と
死
刑
存
置
国
が
異
な
っ
て
取
り
扱
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
る
。
し
か
し
、
委
員
会

は
、
こ
の
こ
と
が
規
定
そ
の
も
の
の
文
言
か
ら
く
る
避
け
が
た
い
結
果
で
あ
る
と
考
え
る
。
こ
の
文
言
は
、
準
備
作
業
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
こ
の
規
定
の
起
草
者
の

な
か
で
妥
協
を
う
る
努
力
に
お
い
て
、
死
刑
問
題
に
関
す
る
ま
っ
た
く
異
な
っ
た
見
解
を
調
整
し
た
も
の
で
あ
る
。
…
死
刑
は
、
起
草
過
程
に
参
加
し
た
多
く
の
代
表
団

及
び
団
体
に
よ
っ
て
、『
変
則
（anom

aly

）』
又
は
『
必
要
悪
（necessary

evil

）』
と
理
解
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
第
六
条
一
項
の
規
則
を
広
く
解
釈
し
、
他
方

で
、
死
刑
に
つ
い
て
規
定
す
る
二
項
を
狭
く
解
釈
す
る
べ
き
こ
と
も
、
論
理
的
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
」（
10
・
5
項
）
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、「
以
上
の
理
由
に
よ

り
、
委
員
会
は
、
死
刑
を
廃
止
し
た
締
約
国
と
し
て
の
カ
ナ
ダ
は
、
死
刑
の
廃
止
を
め
ざ
す
規
約
の
第
二
選
択
議
定
書
を
批
准
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
か
か
わ
り
な
く
、

通
報
者
に
死
刑
判
決
が
下
さ
れ
て
い
る
米
国
に
対
し
、
死
刑
が
執
行
さ
れ
な
い
こ
と
を
確
保
す
る
こ
と
な
く
、
通
報
者
を
追
放
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
第
六
条
一
項
に
基

づ
く
通
報
者
の
生
命
に
対
す
る
権
利
を
侵
害
し
た
と
考
え
る
。
委
員
会
は
、
カ
ナ
ダ
自
身
が
通
報
者
に
死
刑
を
科
し
た
も
の
で
な
い
こ
と
を
認
め
る
。
し
か
し
、
カ
ナ
ダ

は
、
通
報
者
に
死
刑
判
決
が
下
さ
れ
て
い
る
国
に
通
報
者
を
追
放
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
通
報
者
へ
の
死
刑
の
執
行
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
い
う
因
果
の
連
鎖
の
重
要

な
連
結
点
を
設
け
た
の
で
あ
る
」（
10
・
6
項
）
と
述
べ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
国
内
の
政
策
と
し
て
死
刑
を
廃
止
し
て
い
る
カ
ナ
ダ
を
、
国
際
的
に
死
刑
廃
止
を
約
束

し
た
自
由
権
規
約
の
第
二
選
択
議
定
書
（
死
刑
廃
止
議
定
書
）
の
締
約
国
と
同
様
に
扱
い
、
死
刑
廃
止
国
で
あ
る
カ
ナ
ダ
が
、
死
刑
が
執
行
さ
れ
な
い
こ
と
の
保
証
を
求

め
る
こ
と
な
く
、
死
刑
存
置
国
で
あ
る
米
国
へ
通
報
者
を
国
外
退
去
さ
せ
る
の
は
第
六
条
一
項
違
反
で
あ
る
と
認
定
し
た
。
な
お
、
締
約
国
で
あ
る
カ
ナ
ダ
は
、
締
約
国

の
行
為
は
、
当
該
行
為
時
に
適
用
さ
れ
る
法
に
照
ら
し
て
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
た
が
、
委
員
会
は
、
人
権
保
護
は
日
々
進
化
し
て
お
り
、
規
約
上
の
権
利

の
意
味
は
、
行
為
時
で
は
な
く
、
委
員
会
に
於
け
る
検
討
時
を
基
準
と
し
て
解
釈
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
し
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
委
員
会
は
、
ま
た
、
次
の
事
実
に
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留
意
し
て
い
る
。
①
通
報
者
の
米
国
へ
の
追
放
以
前
の
段
階
で
、
死
刑
を
廃
止
し
た
締
約
国
（
及
び
第
二
選
択
議
定
書
締
約
国
）
に
関
す
る
委
員
会
の
立
場
が
、
他
国
へ

の
追
放
の
後
に
、
規
約
違
反
の
死
刑
が
適
用
さ
れ
る
か
ど
う
か
か
ら
、
死
刑
そ
れ
自
体
の
真
の
危
険
が
あ
る
か
ど
う
か
に
進
化
し
て
い
た
（
一
九
七
八
年
七
月
二
八
日
の

A
.R
.J.v.A

ustralia(N
o.692/1996)

、
及
び
一
九
九
七
年
一
一
月
四
日
のG

.T
.v.A

ustralia(N
o.706/1996)

）
と
い
う
の
で
あ
る
（
10
・
7
項
）

（
41
）
。

ま
た
、
委
員
会
は
、
通
報
者
が
異
議
申
立
の
権
利
を
行
使
す
る
前
に
、
死
刑
が
宣
告
さ
れ
た
国
へ
退
去
が
行
わ
れ
た
場
合
、
規
約
第
六
条
及
び
七
条
に
基
づ
く
通
報
者

の
権
利
が
侵
害
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
も
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
、
第
二
条
三
項
と
併
せ
読
ん
だ
第
六
条
違
反
を
認
め
た
。
す
な
わ
ち
、「
…
委
員

会
は
、
締
約
国
が
、
ケ
ベ
ッ
ク
最
高
裁
の
決
定
の
数
時
間
後
に
、
控
訴
裁
判
所
に
対
す
る
通
報
者
の
上
訴
権
の
行
使
を
妨
げ
る
企
て
と
も
思
わ
れ
る
よ
う
な
状
況
の
下
で
、

自
国
の
管
轄
下
か
ら
通
報
者
を
追
放
し
た
こ
と
に
留
意
す
る
。
控
訴
裁
判
所
が
通
報
者
の
事
案
を
ど
の
範
囲
で
審
査
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
ど
う
か
は
、
委
員
会
に
寄
せ

ら
れ
た
陳
述
書
面
か
ら
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
し
か
し
、
締
約
国
は
、
自
ら
、
通
報
者
の
請
願
が
最
高
裁
に
よ
っ
て
手
続
的
及
び
実
体
的
理
由
に
よ
っ
て
棄
却
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
控
訴
裁
判
所
は
、
本
案
判
決
を
審
査
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
認
め
て
い
る
」（
10
・
8
項
）
と
指
摘
し
た
後
、「
委
員
会
は
、A

.R
.J.v.A

ustralia

事
件
に

お
け
る
委
員
会
の
決
定
を
想
起
す
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
事
案
は
、
通
報
者
が
死
刑
判
決
を
受
け
る
こ
と
が
予
見
さ
れ
得
な
い
こ
と
、
及
び
、
第
六
条
の
あ
り
得
る
違
反

に
つ
い
て
『
事
案
を
処
理
し
た
司
法
当
局
及
び
移
民
当
局
が
詳
細
な
議
論
を
審
理
し
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
』、
追
放
国
に
よ
る
第
六
条
違
反
を
認
定
し
な
か
っ
た
追
放
事

例
で
あ
る
。
本
件
に
お
い
て
、
通
報
者
は
国
内
法
上
利
用
可
能
な
上
訴
を
行
使
す
る
こ
と
を
妨
げ
ら
れ
た
が
、
こ
れ
に
よ
り
、
締
約
国
は
、
死
刑
の
執
行
に
直
面
す
る
国

へ
の
通
報
者
の
追
放
が
通
報
者
の
生
命
に
対
す
る
権
利
を
侵
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
す
る
通
報
者
の
主
張
が
十
分
に
検
討
さ
れ
た
こ
と
を
示
さ
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。

締
約
国
は
、
通
報
者
を
含
む
す
べ
て
の
請
願
者
の
権
利
、
特
に
、
最
も
基
本
的
な
権
利
、
す
な
わ
ち
生
命
に
対
す
る
権
利
を
保
障
す
る
た
め
の
上
訴
制
度
を
利
用
で
き
る

よ
う
に
し
て
い
る
。
締
約
国
が
死
刑
を
廃
止
し
て
い
る
こ
と
に
留
意
し
、
通
報
者
に
対
し
て
利
用
可
能
な
上
訴
を
利
用
す
る
機
会
を
通
報
者
に
与
え
る
こ
と
な
く
、
通
報

者
に
死
刑
判
決
が
下
さ
れ
て
い
る
国
に
通
報
者
を
追
放
す
る
決
定
は
、
恣
意
的
に
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
規
約
第
二
条
三
項
と
併
せ
読
ん
だ
第
六
条
に
違
反
す
る
」（
10
・

9
項
）
と
認
定
し
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
委
員
会
は
、
こ
の
違
反
認
定
の
故
に
、
規
約
第
七
条
違
反
の
有
無
を
検
討
す
る
必
要
が
な
い
と
し
た
（
10
・
10
項
）

（
42
）
。

な
お
、
こ
の
見
解
に
は
、
先
の
キ
ン
ド
ラ
ー
事
件
で
反
対
意
見
を
書
い
た
委
員
が
一
転
し
て
、
こ
の
「
判
例
変
更
」
を
歓
迎
す
る
個
別
意
見
を
表
明
し
た
。
た
と
え
ば
、

ラ
ラ
ー
委
員
や
シ
ャ
ネ
委
員
の
そ
れ
で
あ
る
。
実
際
、
自
由
権
規
約
委
員
会
に
お
け
る
「
先
例
」
変
更
は
過
去
に
あ
ま
り
例
が
な
い
。
そ
の
意
味
で
も
、
本
通
報
事
例
は

注
目
を
浴
び
た
事
例
で
あ
る
。
最
後
に
、
本
通
報
事
例
に
関
す
る
委
員
会
の
見
解
が
提
起
し
た
問
題
点
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。
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四
　
お
わ
り
に
―
ジ
ャ
ッ
ジ
対
カ
ナ
ダ
事
件
が
提
起
し
た
も
の

人
権
条
約
が
締
約
国
に
よ
る
国
外
退
去
に
つ
い
て
直
接
的
に
一
定
の
制
限
を
課
し
て
い
る
も
の
と
し
て
は
、
難
民
条
約
第
三
三
条
一
項
（
追
放
及
び
送
還
の
禁
止
）
と

拷
問
等
禁
止
条
約
第
三
条
（
追
放
及
び
送
還
の
禁
止
）
が
あ
る
（
43
）
。
ま
た
、
一
九
九
〇
年
に
国
連
総
会
で
採
択
さ
れ
た
国
連
の
犯
罪
人
引
渡
し
モ
デ
ル
条
約
第
三
条
は
、「
引

渡
し
を
求
め
ら
れ
て
い
る
者
が
、
請
求
国
に
お
い
て
、
拷
問
又
は
残
酷
な
、
非
人
道
的
な
若
し
く
は
品
位
を
傷
つ
け
る
取
扱
い
又
は
刑
罰
を
受
け
た
か
又
は
受
け
る
場
合
、

あ
る
い
は
当
該
の
者
が
市
民
的
及
び
政
治
的
権
利
に
関
す
る
国
際
規
約
の
第
一
四
条
に
定
め
る
刑
事
手
続
の
最
低
限
度
の
保
障
を
受
け
な
か
っ
た
か
又
は
受
け
な
い
場
合
」

（
(f)
項
）
を
義
務
的
拒
否
事
由
と
し
て
あ
げ
て
い
る
。
し
か
し
、
規
約
第
一
四
条
の
規
定
に
つ
い
て
い
え
ば
、
刑
事
手
続
の
最
小
限
度
の
保
障
を
受
け
な
か
っ
た
場
合
は
と

も
か
く
、
受
け
な
い
場
合
と
い
う
将
来
の
予
測
を
伴
う
場
合
に
は
、
現
実
の
危
険
を
認
定
す
る
の
は
相
当
困
難
な
作
業
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
犯
罪
人
引
渡
し
制
度

に
お
い
て
、
引
渡
拒
否
事
由
の
一
つ
と
し
て
引
渡
請
求
国
内
で
の
死
刑
執
行
可
能
性
を
あ
げ
る
も
の
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
犯
罪
人
引
渡
条
約
が
あ
る
。
本
稿
で
取
り
上
げ
た

事
例
は
、
自
由
権
規
約
に
お
い
て
特
定
の
締
約
国
（
死
刑
廃
止
国
）
に
関
す
る
も
の
と
は
い
え
、
こ
の
問
題
が
直
接
争
わ
れ
た
事
件
と
し
て
注
目
さ
れ
る
（
44
）
。

ま
ず
、
本
見
解
は
、
次
の
点
で
画
期
的
で
あ
る
。
第
一
に
、
本
見
解
が
キ
ン
ド
ラ
ー
事
件
以
来
の
先
例
を
変
更
し
た
こ
と
で
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
自
由
権
規
約
は

も
と
よ
り
、
欧
州
人
権
条
約
や
米
州
人
権
条
約
は
、
死
刑
制
度
そ
れ
自
体
を
禁
止
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
死
刑
制
度
の
廃
止
は
、
自
由
権
規
約
に
つ
い
て
い
え
ば
第

二
選
択
議
定
書（45
）に
よ
っ
て
締
約
国
に
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
実
際
、
キ
ン
ド
ラ
ー
事
件
の
見
解
が
採
択
さ
れ
た
一
九
九
三
年
七
月
三
〇
日
以
降
に
同
議
定

書
を
批
准
又
は
加
入
し
た
国
は
、
三
五
カ
国
に
の
ぼ
り
、
全
締
約
国
五
四
カ
国
の
う
ち
六
四
％
を
占
め
て
い
る
（
46
）
。
さ
ら
に
、
死
刑
制
度
は
維
持
し
て
い
る
も
の
の
、
過
去

一
〇
年
間
死
刑
を
執
行
し
て
い
な
い
国
は
二
四
カ
国
あ
る
と
い
わ
れ
る
（
47
）
。
そ
の
意
味
で
は
、
自
由
権
規
約
委
員
会
が
述
べ
た
よ
う
に
、「
死
刑
の
廃
止
に
賛
成
す
る
国
際

的
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
拡
大
し
、
死
刑
を
維
持
す
る
国
家
に
お
い
て
は
そ
れ
を
執
行
し
な
い
と
す
る
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
拡
大
し
て
い
る
と
い
う
事
実
に
留
意
す
る
」
と
い
う

現
象
が
生
じ
て
い
る
こ
と
は
た
し
か
で
あ
る
（
48
）
。
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
さ
ら
に
、
カ
ナ
ダ
最
高
裁
が
米
国
対
バ
ー
ン
ズ
事
件
で
「
死
刑
に
直
面
す
る
国
家
に
個
人
を

引
き
渡
す
前
に
、
死
刑
が
科
さ
れ
な
い
と
す
る
保
証
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
判
示
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
委
員
会
は
第
六
条
違
反
を
認
定
し
た
。
ま
た
、
キ
ン

ド
ラ
ー
事
件
で
少
数
意
見
を
書
い
た
シ
ャ
ネ
委
員
の
指
摘
―
多
数
意
見
は
死
刑
廃
止
国
の
カ
ナ
ダ
に
適
用
さ
れ
る
は
ず
の
な
い
第
六
条
二
項
を
適
用
す
る
誤
り
を
犯
し
て

い
る
―
を
採
用
し
、「『
死
刑
を
廃
止
し
て
い
な
い
』
締
約
国
の
み
が
二
項
か
ら
六
項
に
設
け
る
例
外
を
利
用
で
き
る
」
と
い
う
解
釈
に
転
換
し
た
。
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し
か
し
、
そ
の
際
、
第
二
選
択
議
定
書
の
締
約
国
と
な
っ
て
い
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
通
報
事
例
を
根
拠
に
、
委
員
会
は
、
他
国
へ
追
放
し
た
後
に
、
規
約
違
反
の
死

刑
が
適
用
さ
れ
る
か
ど
う
か
（
換
言
す
れ
ば
、
第
七
条
の
問
題
）
か
ら
、
死
刑
そ
れ
自
体
の
真
の
危
険
が
あ
る
か
ど
う
か
（
換
言
す
れ
ば
、
第
六
条
の
問
題
）
に
そ
の
立

場
を
変
更
さ
せ
た
と
の
結
論
を
導
い
て
い
る
。
し
か
し
、
第
二
選
択
議
定
書
の
締
約
国
で
な
い
カ
ナ
ダ
（
死
刑
廃
止
を
国
の
政
策
と
し
て
採
用
し
て
い
る
も
の
の
、
国
際

法
上
の
義
務
と
し
て
引
き
受
け
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
国
）
に
同
事
例
を
そ
の
ま
ま
適
用
す
る
手
法
を
採
用
し
た
こ
と
は
、
い
さ
さ
か
乱
暴
な
リ
ー
ズ
ニ
ン
グ
の
よ
う
に

思
え
る
。
こ
う
し
た
疑
念
は
残
る
も
の
の
、
本
見
解
が
、
死
刑
廃
止
国
（
事
実
上
の
廃
止
国
も
含
む
。）
が
、
死
刑
不
執
行
の
保
証
な
し
に
死
刑
存
置
国
へ
個
人
を
引
き
渡

し
又
は
追
放
す
る
こ
と
は
、
規
約
第
六
条
の
違
反
を
構
成
す
る
と
の
新
た
な
考
え
を
示
し
た
こ
と
は
た
し
か
で
あ
る
。
キ
ン
ド
ラ
ー
事
件
の
際
に
示
し
た
、「
引
渡
条
約
上

の
裁
量
を
行
使
す
る
際
に
は
、
死
刑
を
廃
止
し
て
い
る
国
は
自
国
が
採
用
し
て
い
る
政
策
に
十
分
配
慮
す
る
こ
と
が
原
則
と
し
て
期
待
さ
れ
る
（
49
）
」
と
い
う
考
え
か
ら
一
歩

進
め
て
、
死
刑
廃
止
国
で
あ
る
締
約
国
は
、
死
刑
存
置
国
が
行
う
死
刑
執
行
に
加
担
し
て
は
な
ら
な
い
、
換
言
す
れ
ば
死
刑
の
間
接
的
再
導
入
を
行
っ
て
は
な
ら
な
い
と

い
う
新
た
な
義
務
を
課
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
同
じ
く
規
約
の
締
約
国
で
あ
っ
て
も
、
死
刑
廃
止
国
と
死
刑
存
置
国
で
は
義
務
に
二
重
基
準
が
設
定
さ
れ
た
こ
と
に
な

る
。
こ
れ
を
、
死
刑
存
置
国
で
あ
る
日
本
に
当
て
は
め
て
考
え
て
み
る
と
、
日
本
は
死
刑
廃
止
国
で
あ
る
規
約
締
約
国
（
第
二
選
択
議
定
書
の
締
約
国
及
び
事
実
上
の
廃

止
国
双
方
を
含
む
。）
か
ら
死
刑
囚
の
引
渡
し
を
受
け
る
こ
と
が
困
難
と
な
る
で
あ
ろ
う
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
し
、
刑
罰
と
し
て
死
刑
が
あ
る
犯
罪
類
型
の
被
疑
者
や
被
告

人
の
引
渡
し
に
つ
い
て
も
同
様
の
事
態
が
予
想
さ
れ
る
。

第
二
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
自
由
権
規
約
委
員
会
が
規
約
を
「
生
き
て
い
る
文
書
」
と
し
て
解
釈
す
る
こ
と
で
、
締
約
国
が
主
張
し
た
、
締
約
国
が
通
報
者
を
国
外
追

放
し
た
時
、
い
わ
ば
処
分
時
に
そ
の
行
為
が
違
法
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
を
解
釈
せ
ず
、
人
権
観
念
は
変
化
し
う
る
と
し
て
委
員
会
の
審
査
時
に
当
該
処
分
の
違
法
性
を
判

断
す
る
こ
と
を
正
当
化
し
た
こ
と
で
あ
る
。
本
件
の
事
実
に
照
ら
せ
ば
、
国
外
退
去
を
確
定
し
た
の
は
一
九
九
四
年
（
キ
ン
ド
ラ
ー
事
件
の
見
解
採
択
の
翌
年
）、
実
際
の

追
放
は
一
九
九
八
年
（
カ
ナ
ダ
最
高
裁
の
米
国
対
バ
ー
ン
ズ
事
件
の
二
〇
〇
一
年
判
決
以
前
）、
そ
し
て
委
員
会
の
見
解
採
択
は
二
〇
〇
二
年
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
締

約
国
の
行
為
（
国
外
追
放
）
の
違
法
性
の
判
断
（
第
六
条
違
反
か
ど
う
か
）
の
基
準
時
と
し
て
締
約
国
の
処
分
時
で
は
な
く
委
員
会
の
審
査
時
を
採
用
し
た
こ
と
は
注
目

に
値
す
る
。
薬
師
寺
教
授
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
本
見
解
に
お
い
て
は
、「
ど
の
時
点
を
決
定
的
期
日
と
み
る
か
、
そ
れ
に
ど
の
時
点
の
規
約
義
務
を
適
用
す
る
か
と
い
う

時
際
法
の
問
題
が
提
起
さ
れ
て
い
る
（
50
）
」
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
委
員
会
の
姿
勢
は
、
締
約
国
に
と
っ
て
厄
介
な
問
題
を
提
起
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
締
約
国
が

自
国
管
轄
下
に
あ
る
個
人
に
関
し
て
あ
る
決
定
を
行
い
、
そ
の
決
定
時
に
、
そ
の
必
然
的
か
つ
予
見
可
能
な
結
果
と
し
て
他
の
管
轄
下
で
当
該
個
人
の
規
約
上
の
権
利
が

侵
害
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
判
断
し
た
と
し
て
も
、
委
員
会
の
審
査
時
に
覆
さ
れ
る
可
能
性
が
生
ず
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
法
的
安
定
性
の
観
点
か
ら
、
本
見
解
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の
妥
当
性
に
は
疑
問
が
残
る
。

周
知
の
よ
う
に
、
日
本
の
行
政
事
件
訴
訟
法
の
解
釈
に
お
い
て
は
、「
違
法
判
断
の
基
準
時
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
従
来
か
ら
い
わ
ゆ
る
処
分
時
説
と
口
頭
弁
論
終
結
時

説
又
は
判
決
時
説
と
が
唱
え
ら
れ
て
い
る
が
、
行
政
処
分
に
対
す
る
司
法
判
断
の
事
後
審
査
制
と
い
う
抗
告
訴
訟
の
基
本
的
性
格
か
ら
、
違
法
判
断
は
処
分
時
を
基
準
と

す
べ
き
も
の
と
す
る
の
が
通
説
・
判
例
で
あ
っ
て
、
最
高
裁
判
例
（
最
判
昭
34
・
9
・
22
民
集
13
・
11
・
1426
、
昭
36
・
3
・
7
民
集
15
・
3
・
381
）
も
、
こ
の
立
場
に
立
っ

て
い
る
（
51
）
」。
も
っ
と
も
、「
伊
方
発
電
所
原
子
炉
設
置
許
可
処
分
の
取
消
請
求
に
関
す
る
最
判
平
4
・
10
・
29
民
集
46
・
7
・
1174
は
、
原
子
炉
施
設
の
安
全
性
に
関
す
る
判

断
の
基
準
と
し
て
の
科
学
技
術
水
準
に
つ
き
、
処
分
時
の
そ
れ
で
は
な
く
、『
現
在
の
科
学
技
術
水
準
』
に
よ
る
と
判
示
（
52
）
」
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
事
柄
の
性
質

上
、
例
外
的
な
も
の
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
要
は
、
生
命
権
の
関
わ
る
事
例
を
、
そ
の
よ
う
な
例
外
的
な
も
の
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
で
あ
ろ
う
。
自
由
権

規
約
委
員
会
と
し
て
は
、
生
命
権
は
規
約
が
保
障
す
る
最
も
高
い
価
値
の
一
つ
で
あ
る
と
し
て
、
こ
う
し
た
判
断
に
踏
み
切
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
、
カ
ナ
ダ

は
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
や
り
と
り
の
中
で
、「
規
約
上
の
権
利
の
解
釈
は
、
規
約
違
反
と
さ
れ
る
行
為
の
実
行
時
で
は
な
く
、
委
員
会
の
検
討
時
に
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ

る
と
す
る
委
員
会
の
立
場
に
懸
念
を
表
明
す
る
。
権
利
侵
害
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
時
に
は
一
般
的
で
は
な
く
、
し
た
が
っ
て
、
行
為
時
に
合
理
的
に
期
待
す
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
よ
う
な
規
約
上
の
権
利
の
解
釈
に
照
ら
し
て
規
約
と
の
一
致
が
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
（
53
）
」
と
し
て
、
見
解
の
立
場
に
強
く
異
議
を
唱
え
て
い
る
。

第
三
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
委
員
会
が
、「
通
報
者
に
対
し
て
利
用
可
能
な
上
訴
を
利
用
す
る
機
会
を
与
え
る
こ
と
な
く
、
死
刑
判
決
を
下
し
て
い
る
国
に
通
報
者
を
追

放
す
る
決
定
は
恣
意
的
に
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
規
約
第
二
条
三
項
と
併
せ
読
ん
だ
第
六
条
に
違
反
す
る
」（
10
・
9
項
）
と
の
見
解
を
採
用
し
た
こ
と
で
あ
る
。
カ
ナ

ダ
に
よ
る
、
市
民
権
・
移
民
相
に
は
国
内
法
上
速
や
か
に
国
外
退
去
命
令
を
執
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
法
律
上
の
義
務
が
あ
る
と
の
主
張
は
容
れ
ら
れ
ず
、
締
約
国
は

上
訴
を
利
用
す
る
機
会
を
確
保
す
べ
き
で
あ
る
と
の
見
解
が
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
国
内
裁
判
所
に
よ
る
本
案
審
査
の
終
了
ま
で
又
は
少
な
く
と
も
執
行

停
止
申
立
に
関
す
る
最
高
裁
決
定
が
あ
る
ま
で
は
、
国
外
退
去
処
分
を
執
行
し
て
は
な
ら
な
い
と
の
立
場
を
委
員
会
は
採
用
し
た
と
い
え
よ
う
。
周
知
の
よ
う
に
、
日
本

で
は
行
政
事
件
訴
訟
法
第
二
五
条
一
項
の
「
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
の
提
起
は
、
処
分
の
効
力
、
処
分
の
執
行
又
は
手
続
の
執
行
を
妨
げ
な
い
」
と
の
規
定
に
よ
り
、「
退

去
強
制
令
書
発
付
処
分
の
取
消
し
を
争
っ
た
と
し
て
、
取
消
訴
訟
の
執
行
不
停
止
原
則
が
あ
る
た
め
、
そ
の
執
行
停
止
を
求
め
な
い
と
、
行
政
手
続
が
進
行
し
て
本
人
が

強
制
収
容
・
強
制
送
還
さ
れ
て
し
ま
う
。
…
現
在
の
裁
判
実
務
で
は
、
退
去
強
制
令
書
発
付
処
分
の
取
消
訴
訟
を
提
起
し
、
執
行
停
止
を
申
し
立
て
た
場
合
に
、
退
去
強

制
令
書
に
基
づ
く
強
制
送
還
の
執
行
停
止
に
つ
い
て
は
、『
回
復
の
困
難
な
損
害
』
要
件
を
ク
リ
ア
す
る
も
の
と
し
て
申
立
て
を
認
容
す
る
一
方
、
強
制
退
去
令
書
に
基
づ

く
強
制
収
容
の
執
行
停
止
に
つ
い
て
、
同
要
件
を
ク
リ
ア
し
て
い
な
い
と
し
て
こ
れ
を
認
め
て
い
な
い
（
54
）
」
の
で
あ
る
。
実
際
、
東
京
高
裁
は
、
平
成
一
四
年
六
月
一
〇
日
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の
判
決
で
、「
法
の
規
定
に
基
づ
き
退
去
強
制
を
受
け
る
相
手
方
が
収
容
場
等
に
収
容
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
一
定
の
限
度
で
そ
の
自
由
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
や
そ
の
収
容

自
体
が
も
た
ら
す
精
神
的
苦
痛
等
の
不
利
益
を
被
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
よ
う
な
自
由
の
制
限
や
精
神
的
苦
痛
等
の
不
利
益
が
収
容
の
結
果
通
常
発
生
す
る
範
囲
に
と
ど

ま
る
限
り
に
お
い
て
は
、
行
訴
法
二
五
条
二
項
に
い
う
『
回
復
の
困
難
な
損
害
』
に
は
該
当
せ
ず
、
相
手
方
が
受
け
る
損
害
は
社
会
通
念
上
事
後
的
な
金
銭
賠
償
に
よ
る

回
復
を
も
っ
て
満
足
す
る
こ
と
も
や
む
を
得
な
い
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
55
）
」
と
判
示
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
改
正
行
政
事
件
訴
訟
法
は
、
執
行
停
止
に
関
す
る

第
二
五
条
二
項
で
、
旧
行
訴
法
の
「
回
復
の
困
難
な
損
害
」
に
代
わ
っ
て
「
重
大
な
損
害
」
の
概
念
を
採
用
し
て
い
る
。
橋
本
博
之
教
授
の
説
明
に
よ
れ
ば
、「
損
害
の

『
性
質
』
要
件
か
ら
、
損
害
の
『
程
度
』
な
い
し
『
量
』
に
着
目
し
た
要
件
に
改
革
す
る
こ
と
に
よ
り
、
解
釈
の
柔
軟
性
を
増
そ
う
と
し
た
法
改
正
（
56
）
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。

そ
の
意
味
で
、
具
体
的
事
案
ご
と
に
執
行
停
止
の
必
要
性
に
つ
い
て
柔
軟
な
解
釈
が
採
用
さ
れ
る
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
が
、
本
見
解
は
、
行
政
処
分
の
執
行

不
停
止
を
原
則
と
し
て
い
る
日
本
の
実
行
に
、
原
則
論
レ
ヴ
ェ
ル
で
の
変
更
を
求
め
る
内
容
を
包
含
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。

な
お
、
本
事
件
で
カ
ナ
ダ
は
、
国
外
退
去
処
分
の
場
合
と
犯
罪
人
引
渡
し
の
場
合
は
判
断
が
異
な
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
カ
ナ
ダ
に
よ
れ
ば
、
前
者
は
追
放
す

る
国
の
犯
罪
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
の
に
対
し
、
後
者
は
引
渡
し
請
求
国
の
犯
罪
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
委
員
会
は
こ
の
両
者
の
区
別
の
実
益

を
認
め
な
か
っ
た
。
カ
ナ
ダ
は
米
国
と
の
間
に
長
い
国
境
（
四
六
〇
〇
キ
ロ
の
国
境
線
）
を
有
し
、
米
国
の
犯
罪
者
が
逃
亡
し
て
く
る
と
い
う
実
態
の
中
で
、
自
国
の
領

域
が
「
犯
罪
者
の
天
国
」
と
な
る
こ
と
を
恐
れ
て
い
る
。
カ
ナ
ダ
は
、
死
刑
を
存
置
す
る
隣
国
に
よ
っ
て
、
死
刑
を
科
せ
ら
れ
た
逃
亡
犯
罪
人
の
生
命
権
擁
護
と
い
う
人

権
確
保
の
た
め
に
、
自
国
で
凶
悪
犯
罪
を
行
っ
た
者
を
国
外
退
去
処
分
す
ら
で
き
な
い
事
態
に
立
ち
至
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
本
見
解
に
お
い
て
、
締
約
国
に
お
け
る

社
会
秩
序
の
維
持
と
個
人
の
人
権
保
護
の
均
衡
が
は
た
し
て
十
分
に
確
保
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
か
、
む
ず
か
し
い
問
題
を
孕
ん
で
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
実
際
、
カ

ナ
ダ
の
み
な
ら
ず
、
人
権
規
約
の
締
約
国
に
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
国
家
の
安
全
」
を
譲
り
渡
し
た
と
い
う
認
識
は
、
ほ
と
ん
ど
の
国
が
有
し
て
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
し

か
し
、
人
権
観
念
の
発
展
は
、
こ
う
し
た
国
家
主
権
の
牙
城
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
始
め
て
い
る
と
い
え
る
（
57
）
。
な
お
、
通
常
、
ジ
ャ
ッ
ジ
事
件
の
よ
う
な
事
案
で
は
、
通
報

者
の
生
命
権
に
関
す
る
危
険
が
迫
っ
て
い
る
と
し
て
、
死
刑
の
不
執
行
又
は
引
渡
し
あ
る
い
は
追
放
措
置
の
一
時
停
止
を
求
め
る
暫
定
措
置
が
委
員
会
に
よ
っ
て
締
約
国

に
下
さ
れ
る
。
し
か
し
、
本
事
件
で
は
、
通
報
者
が
委
員
会
に
通
報
し
た
そ
の
日
に
米
国
に
追
放
さ
れ
て
お
り
、
暫
定
措
置
要
請
す
ら
で
き
な
か
っ
た
が
、
こ
こ
に
も
カ

ナ
ダ
側
の
あ
せ
り
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
思
え
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
自
由
権
規
約
委
員
会
は
、
こ
れ
ま
で
死
刑
に
関
わ
る
通
報
事
例
に
お
い
て
、
死
刑
そ
れ
自
体
（
換

言
す
れ
ば
、
第
六
条
の
問
題
）
と
い
う
よ
り
も
、
そ
の
手
続
的
保
障
や
執
行
方
法
な
ど
（
換
言
す
れ
ば
、
第
七
条
の
問
題
）
に
よ
る
制
限
に
よ
っ
て
で
き
る
だ
け
死
刑
の

執
行
を
制
限
し
よ
う
と
し
て
き
た
が
、
本
事
例
に
お
い
て
、
死
刑
そ
れ
自
体
を
真
正
面
か
ら
捉
え
、
す
な
わ
ち
第
六
条
の
問
題
と
し
て
、
死
刑
廃
止
国
に
死
刑
を
執
行
し
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な
い
と
い
う
保
証
な
し
の
死
刑
存
置
国
へ
の
引
渡
し
や
国
外
退
去
を
禁
止
す
る
新
た
な
義
務
を
科
す
こ
と
で
、
死
刑
執
行
を
阻
止
す
る
新
た
な
方
式
に
転
換
し
た
と
い
え

よ
う
（
58
）
。

な
お
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
制
度
に
基
づ
き
、
委
員
会
と
締
約
国
の
間
で
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
情
報
が
交
わ
さ
れ
て
い
る
が
、
カ
ナ
ダ
は
大
筋
に
お
い
て
委
員
会
の
勧
告
を

受
け
容
れ
、
二
〇
〇
三
年
一
〇
月
二
四
日
、
在
米
カ
ナ
ダ
総
領
事
は
、
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
知
事
と
連
絡
し
、
ジ
ャ
ッ
ジ
事
件
に
つ
い
て
問
題
提
起
す
る
と
と
も
に
、
同

年
一
一
月
七
日
、
カ
ナ
ダ
政
府
は
、
米
国
政
府
に
対
し
て
外
交
公
文
を
手
交
し
、
そ
の
な
か
で
、
米
国
に
対
し
て
ジ
ャ
ッ
ジ
氏
に
対
す
る
死
刑
を
執
行
し
な
い
よ
う
要
請

し
た
。
ま
た
、
死
刑
を
執
行
し
な
い
こ
と
を
求
め
る
要
請
を
、
迅
速
に
関
係
す
る
州
当
局
に
伝
達
す
る
こ
と
も
併
せ
て
要
請
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
カ
ナ
ダ
は
、
米
国
に

お
け
る
通
報
者
の
死
刑
執
行
を
回
避
す
る
た
め
の
努
力
を
行
っ
て
お
り
、
こ
の
点
で
、
委
員
会
の
勧
告
を
実
施
し
て
い
る
と
評
価
で
き
よ
う
（
59
）
。
な
お
、
二
〇
〇
四
年
八
月

一
三
日
付
の
カ
ナ
ダ
の
回
答
に
よ
れ
ば
、
二
〇
〇
二
年
一
〇
月
に
東
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
地
方
裁
判
所
が
死
刑
の
執
行
停
止
を
決
定
し
、
そ
の
執
行
日
は
未
だ
設
定
さ
れ
て

い
な
い
と
い
う
（
60
）
。

註（
１
）

M
anfred

N
ow
ak,

U
.

N
.

C
o
v
e
n

a
n

t
o
n

C
iv

il
a
n

d
P

o
litic

a
l

R
ig

h
ts

:
C

C
P

R
C

o
m

m
e
n

ta
r
y,N
.P
.E
ngel,P

ublisher,1993,p.42.

実
際
、
張
振
海
事
件
に
お
い
て
、
東
京

高
裁
は
、「
も
と
よ
り
、
国
際
人
権
規
約
は
、
直
接
に
は
締
約
国
に
対
し
て
そ
の
管
轄
内
に
お
け
る
人
権
の
遵
守
を
求
め
る
も
の
で
あ
っ
て
、
当
然
に
は
締
約
国
が
他
国
に
対
し
て
条

約
上
の
基
準
を
守
る
よ
う
に
求
め
る
た
め
の
手
段
と
な
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
な
い
し
、
と
く
に
中
国
の
よ
う
な
非
締
約
国
の
国
内
行
為
を
規
律
す
る
効
力
を
有
す
る
も
の
で
も
な

い
。
し
か
し
、
本
人
を
引
き
渡
し
た
場
合
、
そ
の
引
渡
し
先
と
な
る
国
で
国
際
人
権
規
約
の
趣
旨
に
反
す
る
扱
い
が
生
じ
る
か
も
知
れ
な
い
こ
と
を
予
見
し
な
が
ら
同
国
か
ら
の
引
渡

し
に
応
じ
る
こ
と
は
、
も
と
よ
り
引
渡
し
行
為
自
体
に
規
約
違
反
の
性
質
は
な
く
て
も

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
同
規
約
を
批
准
し
て
い
る
わ
が
国
の
人
権
尊
重
の
態
度
と
し
て
首
尾
一
貫
す
る
か
ど
う
か
や

は
り
一
考
を
要
す
る
点
で
あ
る
」（
傍
点
筆
者
）
と
述
べ
て
い
る
。
高
等
裁
判
所
刑
事
判
例
集
第
四
三
巻
一
号
（
平
成
二
年
度
）
七
四
―
七
五
頁
参
照
。

（
2
）

自
由
権
規
約
に
は
、
犯
罪
人
引
渡
し
に
つ
い
て
直
接
定
め
た
規
定
は
な
い
。
起
草
過
程
に
お
い
て
、
第
一
三
条
に
こ
れ
を
含
め
る
か
ど
う
か
議
論
が
あ
っ
た
も
の
の
、
最
終
的
に
は

含
め
な
い
と
の
結
論
に
至
っ
た
。
こ
の
あ
た
り
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
薬
師
寺
公
夫
「
犯
罪
人
引
渡
し
と
人
権
―
自
由
権
規
約
を
中
心
に
―
」
田
畑
茂
二
郎
編
『
21
世
紀
世
界
の
人
権
』

明
石
書
店
（
一
九
九
七
年
）
三
〇
四
―
三
〇
七
頁
参
照
。C

f.N
ow
ak,

ib
id

.,pp.222

―224.
も
っ
と
も
、
自
由
権
規
約
委
員
会
は
、
そ
の
後
の
個
人
通
報
事
例
の
中
で
、
こ
う
し
た
起

草
過
程
の
経
緯
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
通
報
者
に
対
す
る
措
置
が
犯
罪
人
引
渡
し
と
呼
ば
れ
よ
う
と
追
放
と
呼
ば
れ
よ
う
と
、
委
員
会
は
〔
第
一
三
条
〕
に
関
す
る
一
般
的
意
見
で
確

認
し
た
よ
う
に
、
第
一
三
条
の
文
脈
で
の
『
追
放
』
は
広
く
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
犯
罪
人
引
渡
し
は
同
条
の
適
用
範
囲
に
入
る
こ
と
を
確
認
す
る
」
と
の
判
断
を
示
し
て
い
る
。

C
f.G
iriv.D

om
inican

R
epublic(193/1985),

para.5.5.

同
様
の
判
断
は
、
キ
ン
ド
ラ
ー
事
件
で
も
示
さ
れ
た
（K

indler
v.C
anada

(470/1991),para.6.6.

）。C
f.Sarah

Joseph,

Jenny
Schultz,and

M
elissa

C
astan,

T
h
e

In
te

r
n

a
tio

n
a
l
C

o
v
e
n

a
n

t
o
n

C
iv

il
a
n

d
P

o
litic

a
l
R

ig
h
ts

C
a
s
e
s
,
M

a
te

r
ia

ls
,
a
n

d
C

o
m

m
e
n

ta
r
y,2

nded.,O
xford

U
niversity
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P
ress,2004,pp.378

―379.

（
3
）

C
C
P
R
G
eneral

C
om
m
ent
20,44

th
session,1992,para.9.

（
4
）

薬
師
寺
「
前
掲
論
文
」
三
一
三
頁
。

（
5
）

K
indler

v.C
anada,C

C
P
R
/C
/48/D

/470/1991,paras.6.1

―6.2.

（
6
）

通
報
者
は
、
こ
の
他
、
第
一
〇
条
、
一
四
条
及
び
二
六
条
の
違
反
の
犠
牲
者
で
あ
る
と
主
張
し
た
。Ib

id.,para.1.

（
7
）

Ib
id

.,
para.2.2.

第
六
条
は
、「
引
渡
し
が
要
請
さ
れ
て
い
る
犯
罪
が
、
引
渡
請
求
国
の
法
律
に
よ
り
死
刑
が
科
せ
ら
れ
、
被
請
求
国
の
法
律
で
は
そ
の
犯
罪
に
つ
き
死
刑
を
科
し

て
い
な
い
と
き
、
被
請
求
国
が
死
刑
が
科
さ
れ
な
い
か
又
は
科
さ
れ
た
と
し
て
も
執
行
さ
れ
な
い
こ
と
に
つ
き
十
分
と
考
え
る
保
証
を
請
求
国
が
与
え
な
け
れ
ば
、
引
渡
し
を
拒
否
し

う
る
」
と
規
定
す
る
。
な
お
、
カ
ナ
ダ
犯
罪
人
引
渡
法
第
二
五
節
は
、
死
刑
を
科
さ
な
い
こ
と
を
確
保
す
る
権
限
は
司
法
大
臣
の
裁
量
と
し
て
い
る
。Ibid.,para.2.3.

（
8
）

た
し
か
に
規
約
第
六
条
一
項
は
、「
何
人
も
、
恣
意
的
に
そ
の
生
命
を
奪
わ
れ
な
い
」
と
規
定
し
て
お
り
、「
恣
意
的
に
」
と
い
う
文
言
は
生
命
に
対
す
る
権
利
が
絶
対
的
な
も
の
で

な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
い
え
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、C

f.Y
.D
instein,"T

he
R
ight

to
L
ife,P

hysicalIntegrity,and
L
iberty,"

in
L
.H
enkin.,ed.,

T
h
e

In
te

r
n

a
tio

n
a
l

B
ill

o
f

R
ig

h
ts

:
T

h
e

C
o
v
e
n

a
n

t
o
n

C
iv

il
a
n

d
P

o
litic

a
l
R

ig
h
ts,C
olum

bia
U
niversity

P
ress,1981,p.118.

（
9
）

何
が
「
最
も
重
大
な
犯
罪
」
に
当
た
る
か
は
各
国
の
解
釈
の
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
日
本
の
刑
法
は
、
特
別
刑
法
を
含
め
て
、
死
刑
に
該
当
す
る
犯
罪
と
し
て
一
七
の
犯
罪

を
挙
げ
て
い
る
。
吉
川
経
夫
「
国
際
人
権
規
約
と
刑
事
法
」『
現
代
の
刑
事
学
　
上
』
有
斐
閣
（
一
九
七
七
年
）
四
二
八
頁
。
な
お
、
国
家
報
告
制
度
に
お
け
る
や
り
と
り
か
ら
は
、
委

員
会
は
、「
最
も
重
大
な
犯
罪
」
と
は
「
生
命
の
喪
失
を
と
も
な
う
犯
罪
」
で
あ
り
、「
経
済
的
性
格
を
有
す
る
犯
罪
、
贈
収
賄
罪
、
姦
通
罪
等
に
つ
き
死
刑
を
科
す
こ
と
は
規
約
に
抵

触
す
る
」
と
考
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。C
f.C
C
P
R
/C
/79/A

dd.25,para.25
and

C
C
P
R
/C
/79/A

dd.45,para.8.

一
九
八
九
年
の
国
連
総
会
で
採
択
さ
れ
た
、
死
刑
囚
の
権
利

保
護
の
た
め
の
保
護
基
準
に
関
す
る
決
議
で
は
、「
最
も
重
大
な
犯
罪
」
に
つ
い
て
、「
そ
の
範
囲
が
生
命
の
損
失
又
は
そ
の
他
の
極
度
に
重
大
な
結
果
を
伴
う
故
意
の
犯
罪
を
超
え
て

は
な
ら
な
い
」
と
し
て
い
る
。C

f.G
.A
.R
es.44/162.

な
お
、
国
連
総
会
は
決
議
44
/
128
で
規
約
に
第
二
選
択
議
定
書
を
設
け
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
詳
し
く
は
、
阿
部
浩
己
「
国

際
人
権
法
に
お
け
る
死
刑
廃
止
」『
法
律
時
報
』
第
六
二
巻
三
号
（
一
九
九
〇
年
）
七
八
―
八
四
頁
、
辻
本
義
男
「『
死
刑
廃
止
に
向
け
て
の
市
民
的
お
よ
び
政
治
的
権
利
に
関
す
る
国

際
規
約
の
第
二
選
択
議
定
書
』
の
成
立
と
そ
の
意
義
」『
中
央
学
院
大
学
総
合
科
学
研
究
所
紀
要
』
第
七
巻
二
号
（
一
九
九
〇
年
）
五
―
三
五
頁
。

（
10
）

Individualopinion
subm

itted
by
M
r.B
ertilW

ennergren(dissenting).

な
お
、
米
州
人
権
条
約
第
四
条
三
項
は
、「
死
刑
は
、
そ
れ
を
廃
止
し
た
国
に
お
い
て
は
、
再
び
設

け
て
は
な
ら
な
い
」
と
明
示
に
規
定
し
て
い
る
。
死
刑
廃
止
の
問
題
全
般
に
つ
い
て
は
、C

f.W
illiam

A
.Schabas,

T
h
e

A
b
o
litio

n
o
f
th

e
D

e
a
th

P
e
n

a
lty

in
In

te
r
n

a
tio

n
a
l
L

a
w
,

2
nd
ed.,C

am
bridge

U
niversity

P
ress,1997.

（
11
）

Individual
opinion

subm
itted

by
M
r.R
ajsoom

er
L
allah

(dissenting).

（
12
）

Individual
opinion

subm
itted

by
M
rs.C

hristine
C
hanet

(dissenting).

（
13
）

C
f.Individual

opinions
subm

itted
by
M
r.F
austo

P
ocar

and
José

A
guilar

U
rbina

(dissenting).

（
14
）

第
六
条
の
起
草
過
程
に
つ
い
て
は
、C

f.N
ow
ak,

o
p
.c

it.,pp.113

―116.

徳
川
信
治
「
自
由
権
規
約
第
六
条
と
死
刑
問
題
（
一
）」『
立
命
館
法
学
』
第
二
三
九
号
（
一
九
九
五
年
）
七

六
―
八
五
頁
参
照
。

（
15
）

ゾ
ー
リ
ン
グ
事
件
の
判
例
研
究
と
し
て
は
、
北
村
泰
三
「
国
際
人
権
法
判
例
研
究
（
二
）
―
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
裁
判
所
ゾ
ー
リ
ン
グ
事
件
判
決
―
」『
熊
本
法
学
』
第
六
四
号
（
一
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九
九
〇
年
）
七
九
―
一
〇
四
頁
参
照
、
小
畑
郁
「
ゼ
ー
リ
ン
グ
事
件
」
田
畑
茂
二
郎
・
竹
本
正
幸
・
松
井
芳
郎
編
『
判
例
国
際
法
』
東
信
堂
（
二
〇
〇
〇
年
）
二
二
五
―
二
二
七
頁
及

び
薬
師
寺
「
前
掲
論
文
」
三
〇
七
―
三
一
一
頁
参
照
。

（
16
）

な
お
、
同
じ
く
死
刑
囚
に
対
す
る
引
渡
し
請
求
が
あ
っ
た
類
似
の
事
案
で
あ
る
ウ
ー
対
カ
ナ
ダ
事
件
（
通
報
番
号469/1991

）
で
は
、
自
由
権
規
約
委
員
会
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

の
シ
ア
ン
化
ガ
ス
と
い
う
窒
息
性
ガ
ス
に
よ
る
処
刑
方
法
は
、
死
刑
執
行
は
で
き
る
限
り
最
小
限
度
の
肉
体
的
・
精
神
的
苦
痛
に
止
め
る
と
い
う
基
準
に
合
致
せ
ず
残
虐
及
び
非
人
道

的
取
扱
い
を
構
成
し
、
こ
れ
を
予
見
し
な
が
ら
処
刑
が
執
行
さ
れ
な
い
と
い
う
保
証
を
求
め
ず
か
つ
保
証
な
し
に
引
き
渡
し
た
カ
ナ
ダ
の
同
州
へ
の
引
渡
し
は
規
約
第
七
条
に
違
反
す

る
と
判
断
し
た
。C

f.N
g
v.C
anada,C

C
P
R
/C
/49/D

/469/1991,para.16.4.

な
お
、
本
件
で
第
六
条
違
反
は
な
い
と
し
た
委
員
会
の
多
数
意
見
に
ラ
ラ
ー
、
ヴ
ェ
ナ
ー
グ
レ
ン
、
ポ

カ
ー
ル
及
び
シ
ャ
ネ
委
員
な
ど
が
再
度
反
対
意
見
を
表
明
し
て
い
る
。
ま
た
、
委
員
会
は
、
コ
ッ
ク
ス
事
件
（
通
報
番
号539/1993

）
に
お
い
て
、
致
死
注
射
に
よ
る
死
刑
執
行
は
第

七
条
に
違
反
し
な
い
と
の
判
断
を
示
し
た
。C

f.C
ox
v.C
anada,C

C
P
R
/C
/52/D

/539/1993,para.17.3.

（
17
）

C
C
P
R
/C
/78/D

/829/1998,paras.1

―2.8

（
18
）

Ib
id.,paras.3.1

―3.3.

（
19
）

C
f.R
eid
v.Jam

aica(250/1987).

（
20
）

C
C
P
R
/C
/78/D

/829/1998,paras.4.1

―4.19.

（
21
）

Ib
id.,paras.5.1

―5.5.

（
22
）

Ib
id.,paras.6.4

and
6.6.

（
23
）

Ib
id.,
paras.7.4

―7.8.

な
お
、
安
藤
仁
介
委
員
は
、
そ
の
個
別
意
見
の
中
で
、
こ
の
委
員
会
の
判
断
を
批
判
し
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
本
件
は
、
キ
ン
ド
ラ
ー
事
件
の
事
実
関
係

と
酷
似
し
て
お
り
、
本
件
に
お
け
る
委
員
会
の
主
張
の
骨
子
で
も
そ
の
点
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
か
か
る
状
況
に
お
い
て
、
本
通
報
を
第
七
条
、
一
〇
条
、
六
条
及
び
一
四
条
五
項
に

関
連
し
て
受
理
不
能
と
判
断
す
る
の
は
論
理
的
で
は
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
多
数
意
見
が
い
う
「
問
題
の
重
要
性
」（
7
・
8
項
）
に
言
及
す
る
だ
け
で
は
不
十
分
だ
と
い
う
の
で
あ

る
。C

f.Individual
opinion

by
the
C
om
m
ittee

m
em
ber
M
r.N
isuke

A
ndo,C

C
P
R
/C
/78/D

/829/1998,A
ppendix

1,p.20.

（
24
）

Ib
id.,para.8.1.

（
25
）

締
約
国
は
、「
条
約
は
、
文
脈
に
よ
り
か
つ
そ
の
趣
旨
及
び
目
的
に
照
ら
し
て
与
え
ら
れ
る
用
語
の
通
常
の
意
味
に
従
い
、
誠
実
に
解
釈
す
る
も
の
と
す
る
」
と
規
定
す
る
条
約
法

条
約
第
三
一
条
に
言
及
し
た
。Ib

id
.,paras.8.2

―8.5.

（
26
）

カ
ナ
ダ
に
関
す
る
こ
れ
ら
の
事
例
の
検
討
に
つ
い
て
は
、
徳
川
「
自
由
権
規
約
第
六
条
と
死
刑
問
題
（
二
・
完
）」『
立
命
館
法
学
』
第
二
四
〇
号
（
一
九
九
五
年
）
三
五
〇
―
三
六

三
頁
に
詳
し
い
。

（
27
）

C
C
P
R
/C
/78/D

/829/1998,paras.8.6

―8.7.

（
28
）

[1991]
2S.C
.R
.779.

（
29
）

[1991]
2S.C
.R
.858.

（
30
）

C
C
P
R
/C
/78/D

/829/1998,para.8.8.

（
31
）

国
連
の
モ
デ
ル
条
約
第
四
条
(d)
項
は
、「
引
渡
し
が
求
め
ら
れ
て
い
る
犯
罪
が
、
請
求
国
に
よ
り
死
刑
を
伴
う
場
合
。
た
だ
し
、
被
請
求
国
が
死
刑
は
科
さ
れ
な
い
か
又
は
科
さ
れ
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た
と
し
て
も
執
行
さ
れ
な
い
こ
と
に
つ
き
十
分
と
考
え
る
保
証
を
請
求
国
が
与
え
る
場
合
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
」
と
規
定
す
る
。

（
32
）

C
C
P
R
/C
/78/D

/829/1998,paras.8.9

―8.11.
（
33
）

Ib
id.,paras.8.12

―8.13.

（
34
）

Ib
id.,paras.8.14

―8.16.

（
35
）

Ib
id.,paras.8.17

―8.20.

（
36
）

U
n

ite
d

S
ta

te
s

v
.
B

u
r
n

s
,
2001SC

C
7.[2001]S.C

.JN
o.8.

（
37
）

C
C
P
R
/C
/78/D

/829/1998,paras.9.1

―9.3.

（
38
）

W
a
n

g
v
.
T

h
e

M
in

is
te

r
o
f

C
itiz

e
n

s
h
ip

&
Im

m
ig

r
a
tio

n
,[2001]F

C
T
148(M

arch
6,2001).

（
39
）

C
C
P
R
/C
/78/D

/829/1998,
paras.9.4

―9.6.

こ
の
他
、
通
報
者
は
カ
ナ
ダ
に
よ
る
死
刑
執
行
の
期
日
は
ま
だ
決
ま
っ
て
い
な
い
と
の
主
張
に
も
異
議
を
唱
え
、
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア

州
知
事
が
二
〇
〇
二
年
一
〇
月
二
二
日
に
死
刑
執
行
令
状
に
署
名
し
た
た
め
、
彼
の
死
刑
は
二
〇
〇
二
年
一
二
月
一
〇
日
に
執
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
、
し
か
し
、
連
邦
地
方

裁
判
所
に
提
出
さ
れ
た
人
身
保
護
令
状
の
手
続
が
ま
だ
決
定
し
て
い
な
い
た
め
、
そ
の
後
、
執
行
は
延
期
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。Ib

id.,para.9.8.

（
40
）

Ib
id.,paras.10.2

―10.3.

（
41
）

Ib
id

.,
paras.10.4

―10.7.

も
っ
と
も
、
本
事
件
の
当
事
者
で
あ
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
自
由
権
規
約
第
二
選
択
議
定
書
の
締
約
国
で
あ
り
、「
死
刑
を
廃
止
す
る
国
際
的
約
束
を
行

う
」（
前
文
）
国
で
あ
り
、
同
議
定
書
の
締
約
国
で
な
く
国
内
政
策
と
し
て
死
刑
を
廃
止
し
て
い
る
カ
ナ
ダ
に
つ
い
て
同
列
に
論
じ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
ど
う
か
疑
問
な
し
と
し
な

い
。

（
42
）

Ib
id.,paras.10.8

―10.10.

（
43
）

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
五
三
条
三
項
は
、
追
放
先
の
禁
止
国
と
し
て
、
難
民
条
約
第
三
三
条
一
項
の
ノ
ン
・
ル
フ
ー
ル
マ
ン
原
則
を
国
内
法
化
し
て
い
る
が
、
な
ぜ
か
拷

問
等
禁
止
条
約
の
規
定
は
国
内
法
化
さ
れ
て
は
い
な
い
。
な
お
、
後
者
に
お
い
て
、
拷
問
の
危
険
は
単
な
る
嫌
疑
を
超
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
高
度
の
蓋
然
性
で
あ
る
必
要
は
な

い
と
さ
れ
る
。C

f.G
eneral

C
om
m
ent
1,para.6.

（
44
）

な
お
、
こ
れ
ま
で
も
死
刑
廃
止
国
に
対
し
て
、
規
約
は
死
刑
復
活
を
認
め
て
い
な
い
と
解
釈
す
る
論
者
や
、
規
約
が
死
刑
を
再
復
活
さ
せ
る
こ
と
を
防
止
す
る
意
図
が
あ
る
か
ど
う

か
に
つ
き
不
明
だ
と
の
議
論
が
あ
っ
た
。
前
者
に
つ
い
て
は
、C

f.R
.Sapienza,"International

L
egal

Standards
on
C
apital

P
unishm

ent,"
in
B
.G
.R
am
charan,.ed.,

T
h
e

L
ife

in
In

te
r
n

a
tio

n
a
l
L

a
w
,M
.N
ijhoff.1985,p.289.

後
者
に
つ
い
て
は
、C

f.P
roblem

s
arising

from
the
co-existence

of
the
U
nited

N
ations

C
ovenants

on
H
um
an

R
ights

and
the
E
uropean

C
onvention

on
H
um
an
R
ights,C

.of
E
.D
oc.H

(70)7,para.91.

（
45
）

同
議
定
書
は
、
一
九
八
九
年
一
二
月
一
五
日
に
締
結
さ
れ
、
一
九
九
一
年
七
月
一
一
日
に
発
効
し
た
。

（
46
）

具
体
的
に
は
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
、
ベ
ル
ギ
ー
、
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ビ
ナ
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
、
カ
ー
ボ
・
ベ
ル
デ
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
、
コ
ス
タ
リ
カ
、
ク
ロ
ア
チ
ア
、
キ
プ
ロ

ス
、
チ
ェ
コ
共
和
国
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
ジ
ブ
チ
、
エ
ス
ト
ニ
ア
、
グ
ル
ジ
ア
、
ギ
リ
シ
ャ
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
イ
タ
リ
ア
、
リ
ヒ
テ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
、
リ
ト
ア
ニ
ア
、
マ
ル
タ
、
モ
ナ
コ
、

ナ
ミ
ビ
ア
、
ネ
パ
ー
ル
、
パ
ラ
グ
ア
イ
、
サ
ン
マ
リ
ノ
、
セ
ル
ビ
ア
・
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
、
セ
ー
シ
ェ
ル
、
ス
ロ
バ
キ
ア
、
ス
ロ
ベ
ニ
ア
、
南
ア
フ
リ
カ
、
ス
イ
ス
、
マ
ケ
ド
ニ
ア
、
東

チ
モ
ー
ル
、
ト
ル
メ
キ
ス
タ
ン
及
び
英
国
の
三
五
カ
国
で
あ
る
。C

f.A
/60/284,pp.22-24.
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（
47
）

事
実
上
の
廃
止
国
に
は
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
、
ベ
ニ
ン
、
ブ
ル
ネ
イ
、
ブ
ル
キ
ナ
フ
ァ
ソ
、
中
央
ア
フ
リ
カ
共
和
国
、
コ
ン
ゴ
共
和
国
、
ガ
ン
ビ
ア
、
グ
レ
ナ
ダ
、
ケ
ニ
ア
、
マ
ダ
ガ

ス
カ
ル
、
モ
ル
デ
ィ
ブ
、
マ
リ
、
モ
ー
リ
タ
ニ
ア
、
モ
ロ
ッ
コ
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
（
ビ
ル
マ
）、
ナ
ウ
ル
、
ニ
ジ
ェ
ー
ル
、
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
ロ
シ
ア
、
ス
リ
ラ
ン
カ
、
ト
ー
ゴ
、

ト
ン
ガ
及
び
チ
ュ
ニ
ジ
ア
の
二
四
カ
国
が
あ
る
。

（
48
）

も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
が
国
際
社
会
の
大
勢
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
否
定
的
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
死
刑
存
置
国
は
依
然
と
し
て
国
際
社
会
の
三
分
の
一
以
上
に
の
ぼ

る
数
（
七
〇
余
り
の
国
）
を
有
し
て
お
り
、
委
員
会
の
リ
ー
ズ
ニ
ン
グ
は
や
や
一
面
的
に
も
過
ぎ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
49
）

C
C
P
R
/C
/48/D

/470/1991,para.14.5.

（
50
）

薬
師
寺
公
夫
「
自
由
権
規
約
個
人
通
報
手
続
に
お
け
る
相
対
主
義
と
普
遍
主
義
の
法
的
攻
防
」
松
井
芳
郎
他
編
『
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
世
界
と
法
の
課
題
―
平
和
・
人
権
・
経
済
を

手
が
か
り
に
』
東
信
堂
（
二
〇
〇
六
年
）
三
二
二
頁
。

（
51
）

園
部
逸
夫
編
『
注
解
行
政
事
件
訴
訟
法
』（
村
上
敬
一
担
当
）
有
斐
閣
（
一
九
八
九
年
）
四
一
五
頁
。

（
52
）

南
　
博
方
・
高
橋
滋
編
『
条
解
行
政
事
件
訴
訟
法
第
2
版
』（
石
井
昇
担
当
）
弘
文
堂
（
二
〇
〇
三
年
）
四
五
一
頁
。

（
53
）

A
/59/40,

V
ol.
I,
para.239.

な
お
、
カ
ナ
ダ
は
二
〇
〇
三
年
一
一
月
一
七
日
の
こ
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
情
報
の
中
で
、
委
員
会
の
第
六
条
一
項
の
解
釈
は
、
人
権
委
員
会
決
議

203/67

の
文
言
を
超
え
て
い
る
と
し
て
こ
れ
を
非
難
し
て
い
る
。

（
54
）

橋
本
博
之
『
解
説
改
正
行
政
事
件
訴
訟
法
』
弘
文
堂
（
二
〇
〇
四
年
）
一
二
八
頁
。

（
55
）
『
判
例
時
報
』
第
一
八
〇
三
号
一
五
頁
。

（
56
）

橋
本
『
前
掲
書
』
一
二
七
頁
。

（
57
）

こ
の
問
題
は
、
ア
フ
ァ
ニ
対
カ
ナ
ダ
事
件
（
通
報
番
号1051/2002

）
で
さ
ら
に
先
鋭
化
し
た
。
本
通
報
事
例
で
は
、「
テ
ロ
リ
ス
ト
」
と
さ
れ
る
通
報
者
を
「
国
家
の
安
全
を
理
由

と
し
て
」、
拷
問
を
受
け
る
お
そ
れ
の
あ
る
国
籍
国
（
イ
ラ
ン
）
に
追
放
し
よ
う
と
し
た
カ
ナ
ダ
の
行
為
が
規
約
違
反
と
認
定
さ
れ
た
。C

f.
A
hani

v.
C
anada(1051/2002),

C
C
P
R
/C
/80/D

/1051/2002.

（
58
）

そ
の
意
味
で
、
委
員
会
は
、
ゾ
ー
リ
ン
グ
事
件
で
欧
州
人
権
裁
判
所
が
示
し
た
基
準
よ
り
も
、
生
命
権
に
つ
い
て
よ
り
先
鋭
的
な
立
場
を
と
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
な
お
、

本
稿
に
示
し
た
問
題
意
識
は
、
二
〇
〇
六
年
二
月
二
六
日
に
（
財
）
世
界
人
権
問
題
研
究
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
研
究
会
に
お
け
る
村
上
正
直
教
授
の
カ
ナ
ダ
通
報
事
例
に
関
す
る

研
究
報
告
に
触
発
さ
れ
た
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
村
上
教
授
の
ご
示
唆
に
、
こ
の
場
を
借
り
て
、
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。

（
59
）

A
/59/40,V

ol.I,para.238.

（
60
）

F
ollow

-up
R
eport(C

C
P
R
/C
/80/F

U
1).


